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多彩なパーツで、

さまざまな 空間の収納を

自分 らしくレイアウト 。

収納物を 、目的に応じて美しく機能的に

レイアウ卜するシステム収納 < ファンタナ>。

多彩 なパーツを自由に組み合わせることで、

スペースの広さ 、収納物の種類やボリューム

に応じた出し入れしやすい収納スタイルが

創りあげ‘ られます。リビング、ウオークイン

ク口ーゼ ット、玄関など、幅広い空間で自分

らしいコーディネー卜をお愉しみくださし、 。

2007 Ne w Product s 

国国国

UNIDN 

建 築 文 化 を 創 造 す る

22ユニオン

I TEM 

[ アーキズム : " I ) - X]

i血築周ドアハンドル

ロマンテ

レバーハンドル

，尚虫器収納ケースアルジャン

ドアストップエ y セ

ユニフリード

キャスタル+ メタルアート

ケアシステムハンドバー

フロアンステム

サインシステムピクト

祖賞眠濁点字鋲ナピライン

都市景観ヒューランドスケープ

[ モデライX シリ- X )

ユニアート

クロセット

[ セキュリティシリーズ1

リモコン式ド? 施健ンステムケアガード

血清阻値肢置ユニガード

園図

www. ar t uni on_co. j p 

本社

〒550- 0015

大阪市西区南堀江2・13- 22

大阪宝庫

〒550-0015

大阪市西区南極江2- 13- 22

，.， 06- 6532・6273

fax 06- 6532- 0566 

東京宝庫

〒135 ∞2 1

東京都江東区白河2- 9- 5

，.， 03- 3回O引 71

f副 03- 3630- 4433

名古屋営禦pfi ショールーム

干 454・0805

名古屋市中川区舟戸町3- 20

，.， 052- 363- 5221 

f副 052・363- 5255

上海事務所

R o o m 305， 555 Bui l di ng， 

555 Nanj i ng Road Wes t ， 

Shanghal 2 0∞4 1 P R C  

1.1 + 8 6・21- 52130430

fax + 86- 21- 52130431 

北京務務所

R o o m 1903， Dongy u Bui l di ng， 

A  Shuguang ( W) A ' .  

Caoy ang Ar ea Bei j i ng 100028 P AC  

1.1 +86- 10- 58220780 

fax + 86- 10- 58220779 

? トりエユニオン/ 東京

〒 103- 0022

東京都中央区日本備室町4-5-1

1.1 03- 3517- 1818  

fax 03- 3517- 1819  

? トリエユニオン/ 大阪

〒550 ∞15

大阪市西区南織江2- 13・22

1.1 06- 6532- 8920 

fax 06- 6533- 0224 



社団法人 日本建築協会

今年は 10月号掲載で、応募締め切りが7月下旬となります!

若き創造者たちへ

「建築と社会」平成 1 9年 1 0月号

「第5 4回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌噌築と社会J は毎年「青年技や惰特集号」

を企画し 、すて・に53固にわたって若き優秀なプランナー 、

アーキテクト 、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も 、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに限らず、計画、構造、設備、施土および

その他広く、建築に関連する分野から 、優秀な青年技術者

を募って 、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、 「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしており

ます。

54回の企画にあたり 、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平成 19年7 月31日現在) 以

下の青年技術者であって、本会個人会員に隈る。

2. 原則として 、本会会員であるすいせん者を通じて応募

する。

すいせん者は被すいせ人者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人が組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募分野は特定しない。応募者は、たとえは計画、一

般設計、住宅ーインテリア設計、構造、設備、施工、技術

開発、行政、情報、コーディネート等々その他の分野にあ

って、なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、

下記の所要の資料を 1部、本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。 ( なお 、提出資料は特に指示のない限り返却は

いたしません)

5.  r青年技術者選考委員会」において選考された青年技

術者は「第54回青年技術者特集号J (平成 19年10月号) に

掲載すると ともに、表彰式を行い、記念品を贈呈する。

平成 18年度から、青年技術者の公募は早めています。第5 4回青

年技術者は、本年フ月30日( 月) までに応募できるよう準備をお願

いします。

6. 提出資料

. すいせん用紙

請求は 、すいせん依頼先担当部署、または本会事務局へ0

. 略歴

本人の氏名 、生年月日 、最終学歴 、業歴 、作品経歴など

. 選考資料

資料は 、④を含めてA3判用紙5枚以内にまとめる。

① 設計の場合一一鮮明な写真 、配置図および主要平面

図、概要 、設計要旨 、その他設計内容を説明するに十分

な資料

② 計画 、構造 、設備 、施工の場合 (それぞれの設計計画

なども含む) 一一上に準じた資料

① 上記以外の分野の場合一一 それぞれの分野にふさわ

しい資料

④ 上記①~①のいずれかの資料の実績において 、応募者

本人が関与した椙室、役割 、立場等を明らかにし 、資料中 、

本人が特に貢献した部分、または力量が活かされたと思わ

れる部分の詳細な説明、考え方および将来的展望などにつ

いて、200: 主F以内に平易簡明にまとめたもの (必要日芯じ 、

図ー表を用いて差し支えない)。 ただし応募者本人の執筆

に限る。このコンセプ卜は、応募者の考え方を知る上で大

変重要と考えているので、十分配慮されたい。

?  . 提出期限 平成 19年 7 月30日 (月)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

〒540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズマー トピル7階

電話 Oら6946- 6981 Fω<.  06-6946-6984 

Emai l :  ken- sha@aaj .or .jp 

9. 青年技術者選考委員会 (平成19年度)

委員長 設楽 貞樹/ 安井建築設計事務所常務取締役

委 員 木多 道宏/ 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻;桂教綬

瀬戸本 淳/ 瀬戸本淳建築研究室代表取締役

松村 孝治/ 東畑建築事務所取締役開発本部長

長谷川| 隆一/ 竹中工務庖プロジェクト開発推進本部(西日本)本部長

西山 峰広/ 京都大学大概工学研究湖町i麟工学専攻准教授

黒木 安男/ 鴻池綱大阪本庖建築設計部長

伊藤 昌明/ 日建設計設備設計百間設計長

井村 隆/ 清水建設関西事業本部設計第四部グループ長

池田 孝夫/ 大成建設関西克苫建築部E品質管理室長

銅吉 敬/ 大林組本庖建築生産技術部長

週績と社会 ・2007. 6 1  



平成 19年度

第1回通常総会開催

池田啓氏講演会と

会員交流懇親会の

開催

v 申込先

(紛日本建築協会総務課あて、下記の

いす.れかで‘お申し込みください。

T E L  06- 6946- 6981 

F AX 06- 6946- 6984 

Emai l  s oumu@aaj .or. jp 

1  申込区分 (0 印をお願いします)

日本建築協会

企 邑

宮 田

平 成19年度第 1 回通常総会を、下記 議 案 ・第 1号議案 なお、開催通知は個人正会員、団体正

のとおり開催いたしますので、ご出席 平成18年度事業報告 (案) の件 会員あて別途送付しております。ご欠

いただきますようお願いします。 ・第 2号議案 席の場合は f返信用ハガキj にで必ず

平成18年度収支決算報告 (案) 委任状の送付をお願いします。

と き 平 成19年 6 月14日 (木)

午後4時から4時40分

ところ 大阪マーチ ャンダイズ・マー

トビル

地下 1階 「ギャラリーJ

大阪市中央区大手前1丁目7番31号

の件

- 第 3号議案

役員選任の件

来る 6 月14日 (木) 開催の日本建築協 であるはずです。池田氏にお話をいた

会通常総会終了後、総会出席者及び会 だきながら、地減創造に必要な条件と

員を対象に、下記のとおり講演会並び は何かを皆で考える場としまし ょう。

に会員交流懇親会を開催いたしますの 演 題「地域の中で自然を保全す

で、多数のご参加をお願いします。 るーThi nk もAct もローカ

ルで1

・池田啓氏講演会 講 師 池 田 啓 氏

池田啓氏は、兵庫県立大学教媛、兵庫 と き 2007年 6 月14日 (木)

県立コウノトリの郷公園研究部長。動 16:  50- 17:  50 

物生態学、保全生物学の研究者であり 、 と こ ろ 大阪マーチャンダイズ・マ

また、コウノ卜リの野生復帰事業を推 ー 卜 ビ ル 地 下 1階 ギ

進しておられます。いわば、Thi nkだけ ャラリー

でな く、 実践- Act する人というこ 大阪市中央区大手前ト7-31

とができます。 定 員 100人 (参加費無料)

おそらく 、動物にと って住みよい環境 申 込 み 先 着 順

とは、人間にと って暮らしやすい環境

- 池田啓 ( いけだひろし) 氏プロフィール

お問い合先 (社) 日本建築協会総務課

T EL. 06- 6946- 6981 

. 会員交流懇親会

会員相互の情報交換、交流、親交を深

めるため会員交流懇親会を開催。

と き 2007年 6 月14日 (木)

18 :  00- 19 ・45

(講演会に引き続き開催)

と こ ろ 東天紅 (大阪マーチャンダ

. 6.  

=  

イス・マー卜ビル 20階)

費 5000円 (当日徴収)

事前にお支払いいただく場

合は下記口座へ。

郵便振答口座 00910-9- 39975 

口座名義社団法人日本建築協会

. 1950年山口県生まれ ・所属学会 ・主な著書

1973年九州大学理学部生物学科卒業 日本生態学会、日本晴乳類学会、日本 『但馬のこうのとり J (共著)、 但馬文

1979年九州大学大学院理学研究科博 動物行動学会、日本霊長類学会、野生 化協会 (2006) . rコウノ卜リ再ひ宝へj

士課程修了、理学博士。 生物保護学会、日本アフリカ学会、生 (分担)、 神戸新聞総合出版センター

ニホンザルの食性と行動域の関係、空 き物文化誌学会、日本工コミュー ジア (2006) .  r自然再生J (分担)、 ソフト

ヌキの社会生態学をもとにしたイヌ科 ム研究会 サイエンス社 (2005). r生態学から

の社会進化、アフリカで有蹄類および みた野生生物の保護と法律J (分担)、

食肉類の研究を行う 。 講談社サイエンティフ ィク (2003) .

1984年文化庁文化財調査官。天然記 『週刊日本の天然記念物J (総監修)、

念物の指定や保護を担当。

1999年より現職。 コウノ卜リの野生

復帰事業を推進する。

専門分野は動物生態学、保全生物学。

ー講演会・懇親会F AX申込書 ( きりとり )

小学館 (2002) . ru甫乳類の生態学J (共

著)、 東京大学出版会 (1997) ほか

① 講演会のみ参加 ② 懇親会のみ参加 ③ 講演会 ・懇親会の両方参加

申 込 者 氏 名

2 .  6 月14 日の通常総会出席予定 (0 印をお願いします)

① 出席予定 ② 欠席予定 ③ 未定

(総会開催通知は 5 月下旬 に各会員あて別途送付いたします)

3  懇親会会費の事前振込 (0 印をお願いします)

① あり ① なし

2  

(職場 ・自宅)

ご 連 絡 先

ご連絡先T E L



平成 19年度

日本建築協会委員

- 編集委員会
近 藤 国 夫/ きんでん

会設f . r建築と社会j の企画・編集 谷 !Jly 太 志/ 新変冷熱工業

。 設 楽 貞 樹/ 安井弘II築設日|事務所 立:Nー 重 行/ 元 ・窃上ネオ工業

- 特集小委員会 福 谷 周 / 安封建築設川事務所

計 画 分 科 会 桝:J=I二 負 債/ 総合設備コンサルタント

( 計画系) 村上 幸三郎/ 村上デザイン事務所

飯 田 匡/ 大阪大学大学院 山下 修 Ｏ 大阪 市部￯ｉ￭ｾ 産 自制

鈴木 克 彦/ 京都工会繊維大学大学院 施工材料分科会

田中 百 人/ 以前大学 桜 弁 和1男/ 竹中工務自

辻 武 之/ 阪急不動; m 平 田 茂 良/ 大柄lハウスL l1

藤 原 光開v 大阪n ml商品'j 終日 ム jf，奈丸 啓一 /消水建設

紅 谷 昇 平/ 人と防災未来センター 松 元 秀 樹/ 1.克印鑑没

松田奈緒子/ 京都工芸繊維大学大学胞 山岡 篤人 / 大林組

ム 三 宅 次 郎/ 阪村『電気鉄道 吉 田 正友 / 日本建築総合試験所

守 弁 辰/ 日建設計 法令分科会

吉村 英祐/ 大阪工業大学 赤 井 英 稔/ 京師l符札吸 m草7J'，!!

( 未定) / 竹"T工務脂 伊 賀 百世/ 兵)i llV; m築指将; m!

( 建築計画系) ム片 岡 正和 / 大阪市ill 築m>n部

安 部 新二 /大述il 如| 金 本 ! 忠義/ 神戸市立主築指獄部

ム荒 木 宏 之/ 大成ill弛 谷 本 利 子 Ｏ 堺市主主祭術 ｬ￯Ｉ［［Ｉ 指＾ｮｾ常持諜

江 副 敏 史/ 日主Ir.設;H 中迫 悟志Ｏ 大阪府挫築 ｭ ｾ ｴＫＺｩ主

奥 村 朋 孝/ 湾li也組 文 山 迷 昭/ 京都rliill 築指線部i

菅野忠吉] / 鹿山建設 . 作品作風小委員会

事1
1
戸 揚也/ 大 林 組 石原なぎさ/ 大腕時(1さちまちづくり部

木 多 彩 子/ 1:良市大学 居 内 章 夫/ 徳同日克弘明設計事務所

楠 敦 士/ 制 十社喫 a量J I事務所 01: 1二上 維 祐/ 大林組

小 林 [愛子/ Elill ハウ ジングシステム 稲垣 キi l江 / イナガキケンチヲケンキュウショ

所 千11/ アトリエ C K 池上 Il)V エーアイアーキテクトスタジオ

野 田 |盗史/ 竹中工務脂 岩佐 進/ m却lI ill 築'11務所

枇杷 健一 /批他健一ill 築設計宝 加 的 章一陣/ m市大学

松 森 織 江/ 京両l I ill 策事務所 倉沸|奈千子/ 凹中啓文総合込II築研究所

( インテリア・住宅系) 津 田 純一 /兵Jilf ｶ ［ｾ＠ ｹ［ｾ ＺＺ 仁被術部

阿 部 泰 治/ /111市再生機構凶n本支社 戸 川 勝 之/ 安升ill 築設計事務所

加 藤 カ/ 宝塚造形芸術大学 納 野 淳 司/ 竹中工務庖

神谷 浩 司/ 大林組 盟国 到1];，/高総込町役

黒秒11 死/ 竹'1
1
工務AE 西 田 佳 代/ 自主I!; 肘 |

高 野 直 樹/ 安井建築設J J->II務所 芳 谷 11，'; 彦 / 11'1水鉛投

田中 治 介/ 脱水ハウス 地 田 敏 彦 Ｏ ｊｉＧｬ ｉｉｈｾｩ 享 一 級 ｩｬｬ 築士事務所

戸弁 賢- Jitl I/ Elill スペースデザイン 山田 俊 紀/ 1昭和制|

ぺ リ一史子/ 大阪鹿業大学 . 広告企画小 委員会

本 山 仁/ 松下電工 荒 木 俊明/ 鴻池嗣l

構造分科会 今 井 成 年/ 竹中工務脂

秋 田 ｲｾ ｉ Ｏ Ｑ､ ｬ Ｇ 社。距［ｊｬｉ ［ｉ ｐｉｉ 務所 大竹 賢 次/ 大成泊中ぷ

岸 本 光 平/ 竹中工務脂 0 ，虎谷伸幸/ 大林制l

瀧 野 敦夫/ 大阪大学大学院 0 前 回 術 / 日脇町1

鶴田 ｾ Ａ ｩ ｬＯ ｅｉ ［ 鐙設 ｊ ｉ 南 海 浩 司/ げi水主ll; 没

中 嫁 光一 /大林組 森 川 幸信 Ｏ 安 ｾ ｉ 剖 Ａ築設 ￭ ｬｬ 事 務所

難波 尚/ 神戸大学 . 10年 委 員 会

房 安 智 也 Ｏ ｾｴ 隙 ｩｬｬ 築 防 進研究所 赤 木 |盗/ 日挫設計

松 村 住u 束如艮II築事務所 川上比 奈 子/ 夙川学院短JUI大学

向 井 洋一 /奈良女子大学 中 村 文 紀/ 耳刻l処築事務所

矢野 勇二 / Z E N建築精進事務所 0 前川 治 彦/ 前川治彦組築研究所

安 野 郷/ 測池嗣l

設備分科会
- 事業委員会

ム赤 津 正 治/ 竹中工務応 見学 ・講演・説明・展示 ・懇親会 な

石 井 勝 秋/ 大阪rIi/lllTti強制J どの企画および刻包

梶 井 宏修/ 近畿大学 。瀬 戸川 孫 / 関西住宅品質1則正

河 井 康 人/ 関西大学 0 原 見 昌 志/ 元 安)1'建築設計事務所

平 成19年 4 月25日 開 催 の 常 任 理 事会 に お い て 、 下記 の と お り 各 委 員 会

委 員 を 委嘱 し ま し た。

( 敬称略 。印委'n長 O印刷委只長 ム 印事 ｾｔ ｉ ｾ * 顧問i 総局名は略称を問いました)

0 雨 次 郎/ 元 ・淡泊制1 /J:I雄 隆/ 大阪市立工芸日校

. 情報見学小委員会 永 島 敏 郎/ 宮d l挫築設計事務所

6. 伊 藤 博/ 元 ・訟村組 山岡 徹/ 堺市立工業高校

6. 大 喜 多 孝 哉/ 大林組 吉 井 和 男/ 東知lill 築事務所

6. 中 西 稔/ ジェイ7ール西日本コンサル夕刊

ム森 田 芳 次/ 安m . l l築設;n事務所 . 建材委員会

石 井 太 志/ 111{利J如| 建材コンサルタント・新建材の紹介

岩 -F 智/ 淑i池H制11 。松 原 徹 雄/ 日本建築総合試験所

岡 本 隆/ FI越投;11 上 原 俊一 /消水建設

河 合 哲 夫/ 竹中工務腕 河 津 地大/ 日本建築総合試験所

j越 水 博IIJ'J / 消水述投 菅 知 史/ 脱1;:' 建設

雑 貨 俊 至/ きんでん 阪 本 重 信/ 大成建設

佐 々 木 栄/ 1111利設計 新 谷 英 夫/ 奥村組

田 崎 祐 生/ 大阪JIX. 綴大学 田遜 II B/ 術 li 再生綴榊西日本支社

樋 上 新 治/ ラシンプランニング 徳 山 正 司/ 銭高組

福 島 隆/ 1児向込llJ 貨 西出 治/ 大辿投3十

三浦 慾/ 大林組 松田 俊幸/ 大林組

米安1・ t 6/ 京知能II 築耶務所 松 本 主主/ 束知能II 築事務所

森川 務/ 竹中工務底

- 出版委員会 安江 広/ EI弘Ir.投J-t

建築に関する図告の企画・編集 ・刊 食和田 克 郎1/ 元 ・日本雄築センター

行、ならびに講座の企画 ・実施

。上 原 正 行/ u辿築工房

ヂド上まるみ/ 住ま L 、の研究室

植 村 典 人/ (1事成主II 設専門学絞

河 田 康 夫/ 竹"1.'工務脂

神 田 暢子/ 村山 lill 築工111

田中正司 Ｏ ｉｦｵ ぬ ｾ｡ 史

玉 水 新吾/ エス・パイ ・エJ レ

谷 川 康 信/ 大阪工業技術専門学校

0 中川 徹/ 消水姐r;説

き長松 秀 吾/ 7イン企画

カ山 田 ｦ ｾ Ｏ Ｈｉ 彦 主 ｉｉ 祭事務所

. 教育委員会

建築教育についての調査 ・研究、 5持

習 会 の 企画 実施 、ならびに工高生

デ ザ インコンクールなどの企画およ

び実施

。山形 政IIB/ 大阪主主Wr; 大学

. 講習会小委員会

Ｐ 有光利治 Ｏ ｉｦｵιｾｩｬｬ 投

河 野 浩 司/ 竹中工務脂

阪 弁 聡/ 大林縦l

白 塚 芳 郎/ 源i泌総

平 野 剛/ 1良品主ll; 没

水 野 主主夫/ 汗i水i l ! J貨

森 瑞生/ 大1武雄投

山 内 陣記/ 波m剥l

- 工高生教育小委員会

0 和 田 康 由/ 大阪市立郎ぬ第二工業高校

ム植 松 清志、/ 大阪人11¥1科学大学

宇都 直 人/ 大阪市立郁ぬ工業高校

大 西 正 宜/ 大阪府立西野田工業高校

岡本 展 好/ 大阪市立郎ぬ工業苅校

小 池 啓 夫/ 口述J如|

事
1]
野 茂 / 堺市立工業高校

武 田 雄二 /愛知; m業大学

3  



4  

社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

「日本建築協会80年史j

A4'1!1J・240頁・並製本

1999年7 月に発刊した日本建築協会80年史19 17- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月3 0日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の8 0年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4'FlJ .240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正 ・昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンパーと当時の大阪市長関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく 、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正 ・葛野紅一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 幹・野村一郎・古宇田

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中還誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中錬一・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足 立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動」一尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言ー

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  *  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 . 執筆ワーキンググループ

〒540- 6591 大阪市中央区大手前 1- 7- 31

大阪マーチャンダイスゅ・マートビル7階B室

TEL  06- 6946- 6981  F，肋< 06- 6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3，000円 (税送料込み)

. 80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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日本建築 協会 06 
- 特集予告

7 月号/ 住まいの股備と空間の移り変わり

8 月号/ 建築系雑箆が伝えるもの

9 月号/ 建築基準法等改正

10月号/ 第54回膏年技術者
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設 計 ・ 監 理・

竹 中 工 務 庖

施 工.

竹 中 工 務I苫

イオン神戸北

ショッピンク、センタ-

計画地は神戸市北区にあり、 ζ れから 1)日発が始まる 地区にいち早く 計画・

建設されたショッピングセンターである 。今後住宅地 として成長してい

く衡のなかで、このショッピングセンターが腕買 ・消費機能以上の活気

と賑わいを街にもたらし、 地域の中心施設として人々に親しまれること

を目指した。

円弧を姉きながら 3層にわた って 吹き抜けるモールは、施設の主動線で

あると同時に、お客様がモール沿いの専門庖の水平の述統と垂直の政府

を立体的に感じる場所でもあり、人々の視線の交錯や動きによる ー砲の

都会的な賑わいを演出する空 IlJI となっている 。施設の 中央部では、共用

部外壁にカーテンウオールを設け、内部に IJ日放性と l明る さをもたらすと

同時に、外部の街に対しても内出11の賑わいと活気を 映 し出そうとした。

また、性能設討を適用した合理的階段配位による売り場環境の改普と安

全性の確保や、建物や外;併をも'1極的に緑化することによる環境負荷の低

減を行い、 rt:夫適J r安全J r環境」と L 、った商業施設の基本的な課題にも

L芯える計画とした。

( 山田義治、福垣哲朗、 J1M5i 昌人、瀬山充博、伊藤剛/ 竹中工務脂)

所 在 地 一一一神戸北区上，宰台 8 丁目 1- 1、1- 2、2-1 、53、54

敷 地 面 積 一一一 114，622.49rrl 

建 築 面 積 一一一 34，720. 01rrl 

延 床 面 積 一一一 136，130. 68rrl 

4荷造 規 模 一一一S R C 、 F 5 . P1 

工 期 一一一2006年 3 月- 2006年 11 月

寄 駅 一一一神 戸 電 鉄 新 鉄 道 場 駅

撮 影一一一古 川泰 造
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- はじめに

東北工業大学工学部建築学科は、建築学を

総合的に学ぶ教育環境と設備環境に恵まれて

おり、現在は構造 ・材料 ・環境 ・歴史 ・デザ

イン ・計画各分野にわた って16の研究室か

ら構成されています。 1学年 180名近くが在

籍するマンモス学科ですが、可能な限り個々

の興味を引き出し、それぞれの個性を伸ばし

ながら、社会に貢献できる技術者育成を目指

して教育にあたっています。大学院も設位さ

れていて博士諜程まであります。

当研究室は計画系研究室のひとつで、施設

計画研究が主なテーマです。特に、人とその

人が暮らす環境との|長| わりに着目しながら、

「高齢者施設や高齢者の居住環境に関する研

究」を行っています。「建物の計画 ・設計に

つながる重要な情報は現場( フィールド) の

中にある」を合い言葉にして、高齢者施設に

おけるフィールドワークを中心に研究活動を

行っています。建築は建物単体で成立してい

るわけではありません。高齢者施設であれば、

そとに暮らすお年寄り、介談スタッフ、家族、

そしてそれらを包み込む空間すべてがひとつ

になってはじめて建築として成立していま

す。そのことをも っともリアルに見せてくれ

るのが現場ですから、その現場から学びとっ

てもらいたいと考えてさまざまな活動を行っ

ています。現在、 4 年生が 12名在籍し、大

学院の修士課程に l 名、博士課程にはペルー

からの国費留学生が 1名在籍しています。 3

年生の後期から研究室配属となるため、 9 月

にはさらに 3 年生が 10数名在籍するととに

なります( 写真 1 ) 。

・「やわらかし、」建築

工業大学の建築ということもあり、少々「堅

い」イメ ージもありますが、建築計画系のい

くつかの講義をとおして、いかに建築が社会

や人、そしてその暮らしとつながっているか、

さらには文化や歴史、その国の制度とつなが

っているかというととを伝えています。その

かいあってか、建築の「やわらかい」部分、

各種学問との境界領域的な部分に興味を持っ

て当研究室への所属を希望してくれる学生が

多くいます。

研究室の研究テーマに多少なりとも興味を

持っているととはもちろんですが、何より建

築が好きなとと、どんなことにも興味を持っ

て食欲に探求する意欲的な学生を受け入れる

ようにしています。卒業研究もしくは卒業設

計いずれか選択で取り組むのですが、との何

年かは当研究室志望の学生は研究に興味を持

つ学生が多い状況が続いています。

・3 年生の活動・模型づくり

さて、 3 年生後期で研究室に配属されると、

毎週ゼミが行われます。ゼミでは高齢者施設

についての基礎的な勉強もしますが、 3 年生

から専門的な勉強に入り込むよりも、むしろ

その時期はまだ「建築」そのものを楽しむこ

との方が大切だと考え、乙こ何年かは有名住

宅建築の模型づくりを行わせています。

2 つのグループに分けて行うのですが、模

型の型となる各種図面の入手から、それぞれ

の住宅の勉強などグループ単位で作業を進め

させます。数ヶ月かけて、スケジュールを立

ててのグループ作業を通じて、グ、ループの仲

間意識の醸成、グ、ループ同士の対抗意識、さ

らには研究室メンバー閣の活発なコミュニケ

ーションの誘発など、とてもよい効果があり

ます。講義の合問、夜など集まっては作業を

進めていきます( 写真 2) 。

昨年度はコルビュジエのサヴォア邸とリー

写真 1 研究室旅行にて (昨年度他大学と合同で。後列右端が筆者)

写真 2 模型作成風景

トフェル トのシュローダー邸の 2 つに取り組

んでもらいました( 写真 3) 。完成模型は、

せんだいメディアテークで行われる卒業制作

展 ・課題作品展で展示したり、大学のオープ

ンキャンパスでの学科紹介 ・研究室紹介など

で展示したりします。学生にとっても、自分

たちが制作 した模型が外部の人の自に触れる

ととは大きな刺激となるようです( 写真 4 ) 0  

・調査研究の準備

さて、 4 年生になると高齢者施設での計画

研究を進めるにあたっての準備を始めます。

書籍や論文を通しての勉強も大事ですが、何

より施設とその中での暮らしの姿を見て、 肌

で感じること、自分の目で確かめる ζ とが、

後々調査を実施するにあたってもとても大き

な力になります。

したがって、近隣にある高齢者施設に足を

運んで見学するような機会を可能な限り設け

るようにしています( 写真 5) 。新しい施設

から古い施設まで、さまざまな状況を目の当

たりにすることで、いろいろな問題意識も芽

生えてきます。出来るだけ早い時期に調査を

始めたいところなのですが、学生の就職活動

が夏休みまで続きますので、なかなかまとま

った時間を取って、調査に向かうことが出来

ません。気付 くと調査を開始するのは夏も終

わりにさしかかってからとなってしまいま

す。 しかしそれまでの時間が、自には見えな

いカを務える時間となっているのではないか

とも思っています0

・調査研究を通しての社会経験

4 年の互には研究室旅行も行っています

(写真 1 ) 。近隣県の先進的な高齢者施設を訪

問し、設計者や運営者にいろいろな話をじっ

くりと伺う機会としています。 乙乙数年は秋

田県の高齢者施設を訪問させていただいてい

ます。施設見学のあと、近くの混泉で、設計

写真 3 完成 した模型を前に



写真4 学科紹介コーナーで誇らしげに

者や田I の方 と飲み語ら うことが恒例となって

います。

夏休みが終わると調査が本格的に始動しま

す。経験のない中、とにかく半年間で論文を

脅かなければならないというのは、きわめて

大変な作業です。卒業論文だからといって、

手を抜くことは絶対にさせません。外部で発

表しでも恥ずかしくないだけの質と量、内容

を備えた調査研究をさせるように心がけ、論

文を醤かせるようにしています。そのことが

大学生活の大きな思い出になるだろうし、何

より社会に出てからも大きなカになるであろ

うと信じてや らせています。

研究 ・論文指導が出来る院生が多くいる大

学 とは異なり 、調査の企画から、 実施、デー

タの集計、分析、論文執筆の指導まで一人何

役もとなす必要があります。大変ですが、そ

のなかで学生一人ひとりと関わり合いなが

ら、こちらもー絡に苦しむ乙とが出来る時間

を毎年持てるというのも、考えようによ って

はよいことかもしれません。

しかし、何から何までとちらでやってしま

ったのでは、とちらも身が持ちませんし、 学

生のためにもなりません。 どのような調査で

も、 最初のアレンジだけ乙ちらで行い、その

後の調査の具体的実施にむけての施設側との

打ち合わせなどは、出来る限り 学生自身に行

わせます。電話でのやりとりやアポイン トメ

ン トをと って伺 つての打ち合わせ、調査時の

職員との対応、調査後のお礼や論文完成後や

卒業の報告などを通して、自然と社会経験を

積む乙とになり 、マナーなども身に付いてい

きます。調査でお世話になる施設でボランテ

ィアに参加させたりもします ( 写真 6) 。

多 くが学部を卒業して社会に出る 当研究室

の学生たちにと っては、「研究論文を書 く」

ということ以上に、研究を通して得られる社

写真 5 施設見学の風景

写真 6 施設でのボランティア

会経験が、何よりも貴重なものではないかと

思いますし、それができるのも建築計画の研

究のよいところかと思っています。

圃フ ィールド調査から得られるとと

典型的なフィールド調査は、例えば朝から

晩まで一 日( 時には何日も連続で、また時に

は夜間時も) 施設に滞在し、施設の暮らしを

追い、記述していくという手法です。お年寄

り一人ひとりがどのような暮らしをしている

のか、どのような場所で、どのような行動を

しているのか、介護スタッフはどのような動

きをして、どのような介護をしているのか。

さらにその生活を支えている空間はどのよう

なものなのか。できる限り丁寧に、観察され

る状況を平面図上に記録していきます( 写真

7 ) 。 ビデオなど、で撮って、後に分析する方

法もありますが、やはり「その時、その瞬間」

の場面が持つ意味、その雰囲気など、生きた

時間と空間の中でしか味わえないことも多く

あります( 写真 8) 。

乙のような調査を重ねていくうちに、いか

に空間や生活環境が人々の暮らしや、それを

支える介護に影響を及ぼしているのかという

ことが自然と見えてくるようになります。暮

らしの一場面一場面を見ていく中で、個々の

暮らしの姿やその形、さらにはその人の過去

の生き線まで断片的にでも見えてきます。「施

設とはね・ 0 ・施設の暮ら しとはねー」と、いく

ら口で言っても、教科書で学ばせても学生は

全くイメ ージできません し伝わ りません。や

はり現場しかないのです。

そこで得られた客観的なデータを、どのよ

うな視点で分析していくか。客観的な論述が

求められる研究論文ですが、このような研究

では、きわめて主観的な判断と感性が求めら

れます。同じ行動場面を見ても、それをどの

ような意味としてとらえるのかは、観察者 ・

写真 7 観察調査の風景

写真 8 フィールドでの体験

分析者の視点、経験、感性にかかっていると

言っても過言ではないでしょう 。だからこ そ、

常日頃、さまざまな物事に対して「感じるこ

と」、「考えること」の力を磨かせることに力

者E入れたいと思い、やっています0

・おわりに

さて、研究室の雰囲気は伝わりましたでし

ょうか。学生の多くは、最初は「高齢者= 福

祉= バリアフリー( 手すりを付けたり段差を

なくしたり ) J というととに興味をもっていま

す。 もちろんバリアフリーも大切ですが、学

生には、そこに暮らす人の動きや生活を広い

視点でとらえ、理解した上で部屋の広さやそ

の配置、家具の配置やそのデザインなどの空

間づくりに興味を広げ、さらにその空聞をと

りまく人のつながりや文化 ・社会制度などを

含めた、広い意味での環境づくり に興味を持

ち、考えるようになってほ しいと思っています。

建物は何十年も残るものです。建築とは今

の暮らしを支えるものであると同時に、将来

の生活を支える場ともなるわけです。研究室

で経験したこと、学び身につけたととが、将

来、さまざまな形で「建築」に携わる学生に

とって、貴重な経験になればと願っています。

最後に過去 2 年間の研究室の卒業論文のタイ

トルを記して終わり』こいたします。

- 高齢者専用賃貸住宅の居住実態に関する研

究

- 認知症高齢者グループホームにおける入居

者とスタッフのかかわりの様態に関する研究

. ユニット型特別養護老人ホームにおける夜

勤スタッフの介護様態に関する考察

・ユニット型介護老人保健施設における生活

と介護の様態に関する研究

- 地域開放された共用空間の使われ方に関す

る研究一複合型高齢者福祉施設における事例

考察

- 地方農村地域における要介護高齢者の実態

と介護施設の利用に関する考察

- 高齢者福祉施設における参加型の計画 ・設

計プロセスに関する研究

・高齢者介護施設の地域施設としての成立の

可能性に関する事例考察

- ユニッ トケア型特別養護老人ホームにおけ

る生活と介護に関する研究 利用者とスタッ

フのかかわりからみた考察ー
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こだわりが創る

住まいの力タチ

地域にこだわり、そこに住むことにこだわり、住む器にこだわり、

どう住まうかにこだわる。箱ありき、空間に合わせた暮らしをする

のではなく、こだわりから、住まいの力タチを創りあげる。そんな

住まい方を求めている人々とその暮らしを、本特集では追ってみま

した。

- 総論

地域、歴史と 「つながりの豊かな」住まい・西村一朗

- 各論

「施主」と「私」のあいだ. 佐勺木恵子

シン グル女性が家を建てる、ということ・牛 窪 恵

都市居住とSOHO空間一都市型賃貸集合住宅の事例から ・田中啓文

塔の家に暮らして・東 利 恵

子どもの考えるこだわりのイ ンテリア一部屋のモデル制作実験より - . 片山勢津子

伝統をみつめていたら、普通の家が見えてきた. 宮本繁雄

本特集企画担当編集委員

阿部泰浩/ 神谷浩司/ 黒柳亮/ 高野直樹/ 田中浩介/ 戸井賢一郎/ ペリー史子/ 本山仁



地域、歴史と

「つながりの豊かなj

住まい

西村一朗

12 建築と社会 ・2∞7.6

• iつながりの豊かなj 住まいとは・

私は、 10年ほど前から「つながりの盟かなj

住まい、 地域居住を提唱している 。最初の公

の発言は次のようである。「・ 回目 『つながり j と

は何かと言 うと、第一に隣近所の住宅や人々

とのつながり、第二に太陽光線、大地、空気、

水、緑等の自然環境や道、集会所等の人工骨

聞と言った環境とのつながり、そして第三に

自分史を含む時系列的歴史的つながりです。

私は、これらを現存する住居から展開してい

って、まわりや歴史とのつながりを意識して、

つまり地域人間関係とか地域環境とか、歴史

的なつながりをもっ住居として研究し、意識

的に fつながり 』の豊かな住居、住環境を形

成するように実践したらどうか、と思います。

...J( r住まいの研究誌:jl 33頁、 1996年11月刊、

住田昌二先生の大阪市立大学退職記念誌) と。

乙のように発言せざるをえなかった背景には

プライパシーの極端な重視、人工的に環境条

件を自由にコントロールすればよいとい った

極端な技術依存、そして過去の歴史や伝統を

軽視する超近代主義等による住居や住環境の

昔↑画 ・デザイン傾向に対する危慎があ った。

そして、それらの人々、環境、歴史との「つ

ながりの盟かな」住まい、居住地を形成して

L、きたいものである。本稿では、人々、環境

をまとめて地域としている。つまり 地域、歴

史との「つながりの豊かな」住まい、居住地

を目指したい、ということである 。

. OMソーラーハウスの自宅づくり.

: i j j 班、住んで、いるのは庭付き郊外戸建て住

宅で、木造でO Mソーラーハウスである。平

城 ・相楽ニュータウンの相楽部にある 。1993

年より計画、 1994年 5 月から建設に入り、同

年11月から住み始めて13年近くになる 。途中、

1995年 1月17日に阪神・淡路大震災が起こっ

て、京都府南部も大揺れに揺れた。

この敷地を選び、住宅を計画し、建設した

のは、それまで住んで、いた京都市向島ニュー

タウンの住宅が家族の変化等で、不都合にな っ

てきたからである。この京都の住まいが「不

都合j にな ってきた理由の一つは、娘が結婚

適齢期になりつつあ ったことである。娘一人

が結婚して、いわば「家を出て行く j 時には、

住居に商日慮、は要らないと私自身「若L 、」頃に

は考えていた 。 それだけ必要住宅面 ｦｬｾ が減る

現H寺点で再度、考えてみよう 。原理的に考 と単純に考えていた。 しかし、実際に結婚が

えると、私たちは空間と時間とに「つなが っ 迫ってくると別の「必要」も考えねばならな

ている J 乙とになる 。まず空間については、

人々と環境に分ける。その人々も家族、 地域

住民等 に分けたほうが良いと考えている 。

「人々とのつながり j を手段・段階別にみる

と、 1  ) 五感交流、 2) 言葉によるつながり、

3 ) 共同行動によるつながり、そして 4) 制

度によるつながりになるのではないか、と考

えている。環境は、f住まいの研究誌』で発

言 したように自然環境と人工環境に分けたほ

うが良いだろう 。次に時間とのつながりにつ

いては、歴史との重照的つながりと捉えたら

どうかと考えている 。重層的つながりとは、

意味ある時間の| 幅( タイム ・スパ ン) の長短

を設定して、それぞれとのつながりの重j習を

意味する。私は、それらすべてのつながりを

追求するという姿勢をとりたい。一番長いの

は、宇宙史であり、 一番短いのが自分史では

ないだろうか。その中間に、 地球環境史、生

物史、人類史、古代史以来、近代史、現代史

等があるだろう 。

くな ってきた。見合い相手の訪問や、話がR

体的にな ってきた場合の「結納飾り」のこと

も考えねばならなくな ったのである。前住宅

には、そのような座敷や展示空間としての床

の間なと、がなか ったので、それらは必要かな

とな ってきたのである。 さらに娘の結婚後の

ことを考えると、娘夫婦家族が訪ねて来たり

する場合、また娘が「出て行ったJ ことから

かえ って親戚や友人を招きやすくな った商も

あるが、とにかくそれらの場合に泊める空間

も必要だな、ともな ってきたのである。

そして、50歳半ばに近づいていたので 「終

の住処」を得るなら 今だ、と思ったのである。

この計画は私と妻の合作で、具体的に図面

を描いたのは妻である。まず、 O Mソーラー

ハウスとすることに決めた。 これは、当時、

東京芸大教授だ った奥村昭却さんが中心にな

って開発された、いわば太陽光利用の「空気

床暖房、お湯取り方式J の設備を組み込んだ

在来工法の住宅である 。近くの奈良の工務脂、



大工さんに工事を頼んだ。言わば、 地域との

「つながり j である。建ててから 13年ほど経

って補修工事をする時期になってきたが、閉

じ工務脂に頼もうと考えている( 写真 1， 2) 。

また、この方式、設備は、太陽光や空気と

いった自然環境との「つながり j の豊かさ追

求でもある 。このほかの自然環境との「つな

がり J 追求をいくつかあげておきたい。

第一に、お湯の熱量利用と水の節約である 。

これは、浴室を 2 階に設けたことから自然と

発想、できたことである 。風呂に毎日約200 リ

ットルのお湯を使う 。40

0

C位の温度である 。

冬の場合、 15

0

C位までエネルギーを使えると

したら、単純計算では200x ( 40- 15)  kcal で、

ある。これを、上手く 21穏の寝室を温めるの

に使えれば、と考えて奥村昭雄先生にも相談

したが、エネルギーを「変換する」システム

の開発に相当の時間、金がかかると分かり断

念した。次に、水の位置エネルギーを運動エ

ネルギーに換えて水を節約するアイデアで、

2 階の浴摘の真下の l 階にトイレを設け、 ト

イレの流し水に浴槽の水を使うこと で、こ れ

は実現 している 。200 リットルを夫婦二人で

トイレの流し水に使うので、ほぼ十分だ。こ

の不足の時に補ったり、余った|時に流す仕組

みを組み込んだ水槽を外壁に設け、そこを経

写真 3 貯留水中富 (右下)、 上は浴室

写真 4 r近縁の窓J より北を見る。左に集会所

写真 5 r中緑の窓j より西を見る

写真 6 r遼緑の窓j より 東を見る。かな たに山並み

由して下に流すようになっている( 写真 3 ) 。

第二に、緑との「つながり J である 。外界

との「つながり J 志向で、窓を大きくしたの

だがにれは、耐震性保持からはマイナス) 、

そのことで、外界の緑が良く見えることにな

った。 2 階の北に告斎を設け、そこには三つ

の窓を設けたが、近くの緑、やや遠くの緑、

そして遥かに速くの緑が見えたので、後から

それらの窓を iJ l I 緑の窓J i中緑の窓J i速緑

の慾J と名づけている( 写真 4 ，5 ， 6 ) 。

環境との「つながり」追求以外の、収納空

間の計画と高齢化対応について簡単に説明す

る。

収納空間については、集中的に納戸を 2 階

に設けて衣類箪笥もそこに入れた。部屋にも

箪笥がはみだしてはいるが-一。私自身の本や

資料等は、 21潜の哲斎に本棚を多く入れて収

めるだけでは足りなくて、階段の壁に本棚を

組み込んだ。 さらに古いアルバムや日記ファ

イル等は、プレファブの地下室( 三畳位) に

写真 7 階段途中の天井裏収納扉

写真 8 家の西側、車椅子専用斜路

て大工さんに無理を言って作ってもらった収

納空間がある。それは、工事中、毎日の よう

に見に来ていて、骨ト組が出来、階段も 出来て

2階ヘ初めて上がってみた時、上がり際に横

に見て天井義が見えた。そこに縦に狭いが奥

深いスペースが広がっている。そうだ、乙の

天井基は、 階段から使える収納空間にならな

いか、と気づいたのである。そこで、そこに

も囲いを作り扉も作って貰って、収納空間と

したのである( 写真7 ) 。

最後に高齢化対応について、徐々に夫婦

共々年をとるのだから現在は元気で、も先行き

を考えようという姿勢で計画した。玄関から

室内床に上がる高さを低めにして、上り下り

しやすくした。床の間、畳の聞に段差を付け

ず、足の運びを考慮した。玄関先の階段は何

ともならなかったので、今後手すりを付ける

予定である。仮に車椅子生活となったら、外

からは、家の側の通路部分を斜路として車椅

』で上がれるようにし、庭に回って濡れ縁か

ら「よじ登る j こととしている( 写真 8 ) 。

- コーポラティブ住宅の一員として・

1996年頃に平城 ・相楽ニュータウンで「コ

ーポラティブ住宅建設運動J が起こった。運

動の中心に友人がいたし、運動自体の意義や

面白さも分かっていたので、私は、いわば、

その運動の「応援団」の一人として振る舞っ

収めた。計画にはなくて、工事途中で気づい ていた。参加者に出入りがあり、最後に敷地

13 



も決まり( ニュータウンの奈良側) 、全体設

計もほぼ決まってきた段階で、 一面が「地下j

となる住戸に誰かが入らないと全体計画が成

り立たないということで、友人から「西村さ

ん、入って貰えないか、 地下に接しているし、

小さく 言十画すれば四百万円ほと、で、出来るはず

…J と言われた。数年後に奈良女子大学を定

年で退職( 当時はまだ退官と言っていた) す

ることになっていたし、大学においである私

物の書籍や長年かかって集めた資料なども多

い。現在の相楽ニュータウン部にある自宅で

は、到底、全部収まらない。倉庫でも借りょ

うかと思って いたが、それより 書斎風の書}I][

が良いに決まっている。それに、四百万円だ

ったら退職金の一部で何とかなる 、と思い、

途中で「応援団j から当事者に変わったので、

ある 。以後、いろいろな相談の会合に参加 し

たり、忘年会、花見の会などに参加したりし

て23軒の人たちとの「つながり J も徐々に出

来ていった。阪事1] ・7炎路大震災の後だったの

で、 何としても安全で、近所同士の助け合い

も出来るコミュニティを求めている人、高齢

期に向かい安心できる近所づきあいを求めて

いる人、子育てで安心 ・安全の IIIJ を期待して

いる人、単身者同士でも気楽に付き合えると

ころを望んでいる 人など様々だったが、総じ

て「人々とのつながり J を求め、期待してい

る人たちだな、と思った。

こうして、 1996年から 2000年までの運動

の 4 年間( 私はもっと短期間) に、実際に「人々

のつながり j は出来ていったのである 。こう

Lミう 1時間がかかる運動だが、コーポラティブ

住宅地では、実際に入居する頃にはコミュニ

ティが形成されているのである 。これが、普

通のマンションとの大きな遣いである。何事

写真 9 rつなねj 住宅地遠景 (手前)

14 

も話し合い、出来るだけ全員の合意で進める

ので、時聞がかかる訳である( 写真 9) 。

「環境とのつながり」についてもいろい ろ

話し合って決めたのである 。例えば、皆で決

めて屋根に降る雨水をタンクに溜めて、草花

にやったり、路地にまいたりしている 。「天

水を路地にまきますエコロジーJ という訳で

ある 。全体の中庭や周辺緑地にどういう樹木

を植えたら良いかも 23nあるので個木とし

て 1軒 l 木で好きなものを選ぶほか、共木 3

本 ( 4 本) は話し合いの上、多数決で決めた。

私たちの家では個木として柿を選んだ。正岡

子規の「柿 くえば鎚がI鳴るなり法隆寺j の俳

句もあるし、柿の葉寿司は奈良の名物でもあ

る。全体で決めた共木は、 l 位は穆( けやき) 、

2位は楠( く す)、 3 位は コブ シとなった。

II I s 嵯に私が 「柿に楠僚にコブシ かきくけ

こj と言ったら「座布団二枚 リ と 声 が か か

るように、和気あいあいと会合は進むのだっ

た。 もう l 本、当然の共木として中庭の真ん

中に桜を植えることになった。それで共木は

4本なのである。

乙の コーポラティブ住宅地は「つなねj と

いう名称を持っているが、これはまさに「歴

史とのつながり j を表している 。この呼祢を

提案していただいたのは、奈良女子大学の坂

本信幸教授で、 『万葉集j の研究者。 乙の「つ

なね」の住人に坂本先生の知り合いがおられ、

{倒演され、坂本先生も快く引き受けられ、奈

良に相応しく古代の文献から抜き出して提案

していただいたのである。当H寺、横文字、カ

タカナの名称も 多かったので、奈良らしく日

本語でいこうや、となったのでは、と推察す

る。「つなねJ 住人で編集した冊子 fつなね物

語』の l 頁に坂本信幸先生が「つなね」の由

来という解説文を書かれているので、そこか

ら抜粋して「つなねj の意味を伝えたい。出典

として 『日本書f司の顕宗天皇条があげられて

p るが、省略して坂本先生の解説を引用する 。

「我が国では古代から、 『新室( にいむろ、

新しい家のこと) .1 を言寿ぎ祝うならいがあり

ました。それを室寿( むろほぎ) と言います。

言語の呪力がまだ失われていなかった古代で

は、めでたい詞を連ねて新室を祝うことで、

言語の力により、堅固で災禍のないめでたい

新室になると考えられていたのです。原初的

な建物は、木組みに釘を用いず、拷や葛の縄

で、縛って構築する方法をとっていましたか

ら、家の芯をなす柱や、棟、梁、垂木などは、

その綱でもって結ひ寺固められていました。何

回も結んだ綱はその尻を長く垂れ下げられ、

長い形状は長寿を象徴しました。それゆえ、

葛板( つなね) はことに新室の長久を祝福する

中心となる索材としてめでたいものでありま

した。目・・それそやれの建築材料を結ひ寺固め、安

定と長寿を祝う 『つなねJ こそは、コーポラテ

ィブ住宅建設に結束し、耐久性にすぐれた、

住む人の健康を守る家を造ろうとする会の思

いを一語にして表す愛称といえましょう J。

| 三1

写真10 r窓のある害庫の家J 外観

坂本先生にも、オープニングの会に来てい

ただき、この話をしていただいた。「つなねJ

は1996年 5 月にスター 卜し、4年の歳月を経

て2000年 3 月に引き渡し、 4 月に竣工式を行

った。まさに 4 年間の「住宅大学J であった。

私は2005年 3 月に奈良女子大学を定年退

職し、 4 月に現職に移った。まだ「片付いて

いなL リが、このセカンドノ、ウスは私の第二

書斎である。住戸名称は「窓のある書庫の家j

と言っている。同時に奈良女子大学の仲間 ら、

院生らと立ち上げたNPO r地域支援研究フ

ォーラムなら」の事務所も「つなね」住人の

承認の下、ここにおいている( 写真10) 。



- 思い出し・思い入れの住宅論

一自分史とのつながりをスタートに- 1

私は「建築雑誌J 1990年12月号に「思い

出し・思い入れの生活空間論」を古いた。現

実の住まいの形は、無から突然に有が生まれ

るように生まれるのではなく、前有から現有

が生まれ、さらに現有が未来有に 「進化J し

ていくものだ、と考え、その小論を{l' f いたの

である。その実例のーっとして、私の子供時

代の金沢市の自宅と、現在の平城・相楽ニュ

ータウンの相楽部に移る前に16年余も住ん

だ京都市向島の家とを比較して、金沢の住ま

いの体験が、いくつも京都・向島の住まいに

反映しているのではないか、と紹介している

(図 1， 2 ) 。言わば「自分史j レベルでの 「歴

史とのつながり j であるが、前述の「つなね」

のように古代の歴史的名称を現代に引き継ご

うという「つながり 」方もあり、私は「歴史

とのつながり」と言っ た場合、重F胃的に多面

図 1

Uコート配置図

的に「つながり J を考えたら良いと思 ってい

る。何よりも、そういう志向性が大切と考え

ている。「人々とのつながり J や 「環境との

つながり J は一定経験的にも了解でき、人間

の成長と共にf邑験的にも形成されていくもの

だろう 。他の動物にあ っても 「仲間とのつな

がり j や 「生息環境とのつながり J は認識し

ないと生死にかかわるので、彼らの成長と共

に認識が進むと考える。 しかし、過去との、

歴史とのつながり認識、 未来への意識的計画

は、人間のみに可能であ って、 しかも意識的

努力がなけれは苛= 可能なのである 。

私がたまたま見出した一例 として、現代の

コーポラティブ住宅である京都の iuコート 」

は、平安時代の寝殿造りと 「歴史的つながり J

を有するのではないか、との仮説を述べたこ

とがある (r生活環境のあり方について一住

環境学徒の視点から - J 家政学研究、 2004

年 3 月、奈良女子大学家政学会) 。ここでは

紙面の関係で両者の配置図のみ示しておきた

図2 思い出しと思い入れの関連

寝殿造り配置図

堀

Ｑ ｊ｜Ｙｾ＠ uコート/ 延勝安弘、 rmまってすむことは楽し いナ 住宅でまちをつくるJ 、1987"1' 12月、峰山出版会

寝殿巡り/ 石堂正三郎 中級芳一、rm補 新住居学概i刷、 1984年2丹、 化学同人

図3 Uコートと寝殿造り

い。良く似ていると思いませんか( 図 3) 。

止t 物史レベルでの一例として、私は 「手す

りは、すべからく木( 手すり木) の方が良い。

なぜなら、われわれは 「猿H寺代」からず、っ と

手すり木を握って生活してきたからである j

と言っ ている。耐久性や経済性で金属の手す

りも多いが、 戸外だと夏は熱く、冬は冷たく

握りづらい。木は体祖に近 く、「猿時代J の

大昔から握りなれているのである。

- 住みよい第二の故郷を目指して・

私は、平城・相楽ニュータウンの相楽部に

庭付き戸建て住宅、平城部にコーポラティブ

住宅を持っており、両方とも、 「関西学研都市J

の中に位置づけられる 。「関西学研都市j と

は京都府、大阪府、 奈良県の 7 市 l 町よりな

る。すなわち、京都府で、は粕華町、木津川市、

京田辺市、大阪府では枚方市、 交野市、四条

畷市、 奈良県では奈良市、生駒市である。

ここに、最近、 地域SN Sが生まれようと

している 。S NS とは、ソー シャj レ・ネッ ト

ワーク・ システム( またはサイト) で、全国

版のm l Xl などは良く知られている。私も咋年

6 月頃から、この全国版に誘われて入って交

信している 。それで、、乙れは町づくり、地域

づくりに活用できるのでは、と考えた。同様

に考えている何人かと研究会を立ち上げてい

る。その仲間の一人が同じく関西学研都市に

住んでいて、 地域でS NS をつく ったらどう

かとなり、 他の仲間や先発の地域の人や関西

学研都市に住み、または働いている人たちで

関心ある人にも呼びかけて、数十人の規模で

「試行版S NS J を始めている。地域S NS と全

国版S NSの泣いは、 地域S N Sは、大体リア

ルにも知っている人が多いし、オフ会などで

リアルに知ることも 比較的簡単だ。だから無

責任な発言は、出来にくいことになる 。環境

や歴史についても、バーチャ j レ情報で、分かり

にくければ、リアルに出かけて調べることも

出来るであろう 。全国版ではこうはいくまい。

これによ って、「けいはんな」地域では、

住まいづくりやまちづくりにおいて、人々と

のつながり、環境とのつながり、そして歴史

とのつながりがバーチャルにもリアルにも深

まるのでは、と期待している。(2007年 5 月 l 日)

(に しむら いちろう 平安女学院大学教授、工学博士)
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「施主jと「私j のあいだ

佐々木恵子

16  建築と社会 ・2∞7.6

「こだわり 」が、たいそう値打ちのあるこ

とのような意味で使われはじめて、だいぶ時

聞が経つ。先進国からエコノミックアニマ j レ

と郷捻され、脇田もふらず、に突っ走ってきた

私たちは、とりあえずマ イホームを子に入れ

られるようにな った。そのころ、誰かしらが

自分の人生このままでいいんだろうか、もう

少し毎日をていねいに、細かい点にも心をく

だいて生きたほうが豊かな気分になれて幸せ

なのではないだろうかと気づいて言 い出し

た。4、さいこと でも、ないがしろにしないで

大事に、些細な点にこそ思い入れを深くして

…が、「乙だわって j と表さ れた。少し値が

張っても、手間ひまがかかっても、そのため

に回り道しでも、が「乙だわり j だった。他

人と差異をつけるためのささやかな主張、個

性を表現する意欲のあらわれである。

その後、この言葉の位置はますます変わっ

て、今では褒め言葉 として使われる 。「とだ

わり j とうたわれていれば読者は納得し、こ

だわりのないことはつまらないこと、取るに

足らないこと、として相手にされない。

さて、その「こだわり j にあたるかどうか、

経験した中からいくつかをあげてみたい。

- 打ち放しの空間に住みたい圃

大阪北部にあるこの家を設計するときに出

された希望、条件は「内外ともコンク リート

打ち放しの家J だった( 写真 1) 。予算面で

も難しく、断熱などの必要性を説いて考えな

おすように願っても、これが変わるととはな

かった。見た目も触感も好きだから寒くも暑

くも耐える、どうしても打ち放しの空間に住

みたいという 言葉を何度も聞くうちに、乙の

家族の生活にたいする真空襲な姿勢と考え方に

いつか共感していた。

キッチンを設計するころには、「施主J と

「私J が同体であるかのようになっていた。

限られた予算の中で使える既製品を嫌ってで、

きたキ ッチンである( 写真 2 ) 。竣工時に骨

格だけだ った空間には、創意と工夫のある個

性豊かなしつらいが施され、家族の時聞がき

ざみこまれている。

それぞれが教育者、研究者として確立して

いる夫婦二人の家の場合である。研究に、指

導にといそがしい日常生活の中で、ふたりが

写真 1 コンク リート打ち放しの家

写真 2 キッチン、写真 3 水まわり

ともに家にいる時聞をことのほか大事にし、

この新しい家の実現にむけても、 はっきりし

たイメー ジがあった。読書や音楽鑑賞、庭い

じり、料理、たまには手芸もする時間は、そ

のままで盟かなものにちがいないが、限られ

た中で目いっぱいたのしむためには、空間に

も工夫が必要だ った。共有の時聞をつくるに

は、家事も、 でき る範囲でふたりが分担する 。

しかも、それに費やすl時聞を苦痛でなく、楽

しく気持ちよく 終えたいと考え 出された水ま

わりは、洗面、材料世、入浴、洗濯をまとめて

い る ( 写真 3 ) 。使用前、使用中、使用後の

動線と動作、心理、清掃、整理盤1頃のしやす

さからエネルギーのことまで、あらゆる検討

が加えられた結果である。

. イメージが近づいてくる・

設計の途中で条件が変わり、こちらのイメ

ージに近づいた例もある。

趣味で油絵をよくする施主の画室に、とつ

ぜん大型のイ ーゼルが入るこ とになった。専

用の画室を もっ夢の実現を前にして、 細部に

いたる打ち合わせを くり返していた頃のこと

で、計画中の天井高さではおさまらず、全体

の形にまで影響して変更する 。もともと私に

は、中学時代に通ったア トリエでの体験から、

骨聞の光、緊張感、静けさ、匂いなど、画室

には格別の思いがあ った。この思いと設計が

重ねられずにいたのが、この変更で一気に1fJTf，



写真 4 菌室をもっ家

決したのである 。それからは、大キャンパス

を 2 階から楽におろす仕掛けなど、細部を詰

める設計を楽しんで完成。毎年、この画室か

ら定期展への大作が生まれている( 写真 4) 。

- 敷地の制約・

依頼者の希望、予算、工期、基準法などが

制約としてつきまとうが、どんな場合も、と

れらは設言「のj見範になる。なかでも敷地のも

つ条件は、立j 也、方位、規模、環境など厳し

ければ厳しいほど設言|・のしがいがあるもの

で、苦しみながら出した答えが正解だったと

きはうれしい。

写真 5 は南北に長い小さな敷地に建つ家の

場合で、どの部屋にも自然の光と通風を取り

ともうとした。背の高い哀の家とのあいだに

できるわずかな庭から、最大限の効果をえよ

うと、 2 階の床の一部を斜めに切り取り、犠

牲にしている 。断面スケ ッチと模型での確認

作業を経て決定したものだが、乙の 2 ｲ ｾｾ を少

し削ることへの施主の理解があ って実現した。

写真 5 南北に細長い敷地に建つ家

. ，施主J が「私J に、

「私」が「施主J に映りこむ・

施主との出会いから後、いく度も会って話

をするうちに、おたがいの考え方や価値観、

共I! 鳥できる部分とそうでない部分などがわか

つて、仕事は深みを増していく 。波長があ っ

たとき、「施主j が私に映 り、 「私」が施主に

映りこんでいくと、生まれてくる空間が俄然

はっきりしてくる。希望を聴き、期待をうけ

とめながら、主題を決め、発想、着想を練っ

て主張する 。この過程が好きで、また新しい

仕事にかかる。

企写 真 6

1:本のべンジャミンが

植わった吹き抜けの居

間

4写真 7

トップライ トから自然光

か'差しこむ

条件も希望も全部話したから、あとは任せ

ると言われて出来たもの。町家の建て替えで、

3 1街4 階に住まいがあるが、その中央に 2層

分の吹き抜けの夏の居間をつくった。冬はガ

ラス戸を閉ざして空間を仕切り、暖房費を節

約する。屋上からの自然光が、季節、天気、

時刻の変化を知らせてくれ、 トップラ イトを

のべンジャミンのある吹き抜けの白壁に絵や

写真をかけると、ここの雰囲気が擦れてしま

うと、時聞がたった現在もそのままある 。 こ

れなど、 「施主j と「私」が同体になれた例

である。

- はじめてみた光に執着する.

主題、着想、はそのたびに変わるが、ディテ

ールや材料はほとんど変わらない。...... のよ

うな材料、つまりみせかけのものはだめ。石

油系は、それがユニークで面白そうなものほ

ど、その奥に毒を感じてしまって、ごれもだ

め。Mar io Bott a氏がF ake Mater ialを{吏う

ことに抵抗はないと語ったと聞いて一瞬、複

奈佐な思いもしたが、不' f : ，. は「わたし j である。

敷地ではじめてみた光や影、光景、色などに

執着することもある 。竹やぶを背景にして白

壁の土蔵が、雨の近いことを知らせる雲聞か

らの陽光に照らされたのをみて、なんとして

もこれは残そうと思いこんでしまった( 写真

8  ) 。他人からみれば拘泥なのかもしれない。

写真 8 白壁の土蔵を残す

*  

「私j の関心はいつも、「施主j とのあいだ

に生まれてくるはずの空間にあって、そのた

めに何を優先するか、 何を捨てるかの作業が

つづく 。 ここにあげたものも、こだわってい

たという思いはなく、「施主」が何かに乙だ

わって、「私」がそれを支障だと感じた記憶

もない。

主張を曲げない、製[着する、優先する、大

事に思う、愛着、本物へのあ ζ がれなどを総

じて「こだわり」とかたづけてしまっている

ことに言葉のやせ細りを感じ、どうも変だと

開けると風がとおりぬけて乙こちょいはず。 こだわっているのだが、どうだろうか。

こ乙に施主のアイデイアで l 本のベン ジャミ

ンを植える ζ とになった( 写真 6 ，7) 0 I私」

の意図を正確にとらえて出 されたこの案は、

もちろん優先されて実現したものである。こ

※ 写真 8点 tMl 必/ 大竹静市郎

( ささき けいこ )  

アトリエトリフオイル室内建築設計事務所l
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国

シングル女性が

家を建てる、

ということ

牛窪 恵

18 撞築と社会 ・2∞7.6

「うちの親、早起きで困るんです。休みの

日ぐらいゆっくり寝ていたいのに、どうして

も起乙されちゃう J (32歳 アパレル)

「残業で遅く帰った夜は、お化粧一つ落と

すにも気を遣う 。洗面所が両親の寝室の隣で、

水音が響くんですJ (38歳マスコミ)

両親との“ 生活時間帯" の速い、それが30

代のシングル女性から多く寄せられる「親と

暮らす悩みj だ。

いまや30代女性の 4 人に l 人( 約25%)

が未婚、そのうち75%が親と同居する、いわ

ゆる fJ ｾラサイト ・ シング ｪ レ ｊ である 。 団塊

ジュニア( 現在31- 36歳) を含む彼女たち

の親は、おもに団塊前後の50- 60代。高度

成長期に家を建て、築25- 30年の一軒家に

暮らす家族も少なくない。その場合、 30代の

シングル女性はいまだに「かつての子ども部

屋j で事包きしているケースが大半だ。

30歳を超えた彼女たちが、現在も守ども"

なのか。もちろん、そんなはずはない。確か

に統計上で「夫婦と子世帯りなどと表記され

る機会は多いが、生活スタイルや考えかた、

親とのかかわりは明らかに「親子」ではなく

「大人対大人j であろう 。

ではシングル女性が、過度に生活H寺間帯の

速いを気にせず、「大人対大人j として親と

心地よく暮らせる住まいとは、いったいどん

なものなのか。それが、積オυ 、ウス側と、私

が代表を務める( 有) インフィニティが共同

で開発した住まい「カーサ・フィーリア 娘

と暮らす家 (06年 4 月発表。以下、「カーサ ・

フィーリァJ )  J の発想の原点だ。

きっかけは04年夏、思iオυ 、ゥス ・商品開発

部( 現在) の梅原基例 l氏による一本の電話か

ら始まった。

「実はいまうちの会社で、シングj レ女性の

戸建て需要について模索してるんです。牛窪

さんの本、読ましてもらったんですが、ぜひ

一度お目にかかれませんか? J  

梅原氏が言う“ 牛窪さんの本" とは、同年

4 月発刊の拙著 『男が知らない「おひとりさ

まJ マーケット J ( 日本経済新聞社) 0 30代を

中心に、 シングル女性のライフスタイルを、

彼女たちのナマの戸などから探る一冊だ。

このなかで梅原氏は、親と暮らすシングル

女性の深層心理に着目 。単なる“ 定量" マー

ケテイングではなく、彼女たち一人ひとりの

声を聞く“ 定性" マーケティングを繰り返す

ことで、シングル女性の真の戸建てニーズを

知りたい、と語った。04年秋、 2社共同で' fOne

十deux研究会~これからの家族を考える会J

( 代表牛窪恵) を起こし、シングル女性( 娘)

とその母を中心にインタビューしようと決め

たのも、そのためだ。

梅原氏の考えに、私も強く共感した。当時

マスコミ各社は、シングル女性のマンション

購入について競って報道していたが、私には

舶に落ちない点があった。たとえば、マンシ

ョンを買うために住宅金融公庫を利用し たシ

ングj レ女性のデータを見ると、平均年齢は

f38.6歳j 、平均年収は f614万円」、頭金の平

均額はf 1248万円j とある( 当時。「公庫平

成14年度融資利用者調査報告J ) 。果たして

これが彼女ーたちの“ 主流" なのか、という点

。

だ

統計によって多少l隔があるが、 一般には現

在、 30代の働くシングル女性( フルタイム就

業) の平均年収は、 f330万円前後」とされ

ている。とくに30代前半~半ばの団塊ジュニ

ア層は、労働者派遣法の改正後に“ ハケン"

になった女性が多く、 35歳を過ぎると収入が

増えるどころか減るととも少なくない。一部、

親が頭金を負担するととでマンション購入に

踏み切る女性もいるが、年収300- 400万円

台、つまり 30代シングル女性の“ 主流派" は、

「欲しくても手が出なL リ「そこまでして、 一

人暮らしをするほどではな Lリと考え、賃貸

マンションや「親と同居j といった道を選択

しているのだ。

- 根強い戸建てドリーム。

課題は可変性" .

では彼女たちは、新たな「戸建てj に対す

る夢や理想を一切持っていないのか… ?  

実は柏水ハウスでは01年 4 月、すでにシン

グル女性に対するアンケート調査を行ってい

た。その結果浮かび上がったのは、 10人中 3

人のシングル女性が「戸建てドリームj を抱

いていた、という事実。「次に自分が住むな

ら? J の問いに、 3割以上( 一人暮らし ・同

居合む) のシングル女性たちが「戸建てJ と

回答していたのだ。



殺と同居

( 90)  

一人暮らし

( 78)  

. 一戸建てがいい

分譲マンションが

し、L、

ロ賃貸がいい

. 未定わからない

. 住み替え意向なし

0%  1'0 %  2 0 % 3 0 % 4 0 % g O% 6 0 % 7 0 % 8 0 % 9 0 % 1 0 0 % 

次に住むならどんな家? (回答者目未婚女性400人) 出典 01年 未婚k 伎の持ち家志向調査 ( 積水ハウス)

需要は確実にある 。 しかしその一方で、課 もう 一つ、将来親の“ 介護" が発生する可

題も 山積していた。それま でこうしたコンセ

プ卜で開発された住まいは、ほとんど他に類

を見なかったからだ。長年、“ ニューファミ

リー" を中心に商品を提案 して きた住宅業界

にと って、「カーサ・フィーリア」の開発は、

大きな冒険にほかならなかった。

だが、梅原氏の決心は揺るがなかった。そ

こで「これからの家族を考える会j では、母

娘に対する綿密なアンケー卜調査や、約400

人に及ぶ研究会メンバーへの対面インタビュ

ーを複数回実施。シングル女性が親と暮らす

「理想、の住ま pJ とは何か を、具体的に模索 ・

検証することにしたのである。

頭で述べたとおり、間取りについては両

親との“ 生活時間帯" の違L 功 B ら来る悩みを

もらす娘が目立った。たとえば、「自分が立

てる音に気を遣う J (32.5%) 、「自分が使う

明かりに気を遣う J (25. 0%)、「親の立てる

音がうるさ ｾＩ ｊ (10.0%) など。そこでカーサ ・

フィーリアでは、「娘の部屋に水回り( サニ

タリ一等) をつける J r娘と両親、それぞれ

の部屋につながるよう階段を 2本に分ける」

といった提案を行うことにした。

他方、最後まで頭を悩ませた点がある。最

大の難点は、住まいの“ 可変性" だ。

従来の典型的な“ ニューファミリー" を対

象にした住まいでは、 築 5年以内に大きな可

変性が生じるケースは少ないだろう 。だが、

大人のシングル女性は違う 。彼女たちの多く

が口にする「結婚は、しでもしなくても梢わ

な ｌ リ、この言葉の裏にあるのは、 ｲｾ 、 ｌ ミ男性

に出逢えば、すぐ結婚するかもしれなLリ と

し、うこと 。“ 親と暮らす" 前提で家を建てても、

半年後には娘の自分が出てい くかもし れな

い。あるいは結婚相手の男性が婿入りして、

いわゆる“ マスオさん" 型の二世帯住宅に転

用する必要が生じるかもしれないのだ。

能性もある。私たちがヒアリングした結果、

娘は総じて30代後半に差し掛かる頃から、介

護も含めた「親の将来J を気にし始める よう

だ。たとえば、「この前、母が倒れて、救急

車を呼んだJ r親 も60歳を過ぎて、病気がち

になったので心配J など。別のアンケート調

査でも、 「今後に対する不安J で 8 割のシン

グル女性が「親の介護J と答えている 。

介護となれば、親の寝室にも 水回りがあ っ

たほうがいい。既存の介護サービスを利用す

るとなれば、 2 階より l 階に部屋があ ったほ

うが便利だ。これらにも対応し得る 可変性を

付加すること 。これも今回、商品開発を行う

うえで大きなテーマであった。

- 官聞の目" が障害に。

キーワードは「ポジパラJ ・
カーサ ・フィー リアの発表は、昨年 4 月。

その 3か月前に完成した積水ハウスのモデル

ルーム( 東京・ 立)11) は、 私たち30代女性が

一般消費者として見ても、うっとりするほど

素敵な住まいだ った。「こ れからの家族を考

える会」の母娘メンパーも、「乙んな家に住

めたらなあJ と口々にもらした。

けれど一方で、この空間の提案がゴールで

ないことも改めて分かった。30歳を過ぎたシ

ングル女性とその両親の頭には、“ 世間の EI"

という障害がある 。すなわち、 ro oさんの

お宅、同居を前提に家を建て替えたんで、すっ

専用サニタリーを備えた娘の部屋

(績水ハウス立川ピーダインズ展示湯)

て。お燥さん、もう結婚する気ないのかしら

ねj といった、隣近所の許キリ。これが家族の

建て替え需要に、ブレーキをかけてしまう可

能性もある 。実際、母娘へのヒアリングでも

多く耳にした戸だ。

シングル女性が同居を前提に家を建て替 え

ると、なぜ「結婚する気がないの? J と棚撤

されるのか。30歳を過ぎて両親と同居してい

るだけで、なぜ「一人前でな Lリ「自立して

いな Lリと批判されるのか。それは、「同居

= パラ サイト・シングルJ という 旧来の固定

概念があるからに違いない。だが、彼女たち

全員が「自立 していなし リ はずがない。その

ことをどうにかして、 世に示せないか。

そこで私たちがたどり着いたのが、「ポジ

ティブ ・パラ サイト( ポ ジパ ラ) J の概念。

シングル女性が親と暮らすのは、決して後ろ

向きな乙とばかりではない。一般に、同居は

一人暮らしに比べ、経済的で安全性が高く、

何よりも肉親がそばにいる“ 安心感" がある 。

これは、私たちが ヒアリングを続けてきた生

の声やデータからも立証さ れている。

だからこそ、 ｊｾ ラサイトをネガティブで、な

くポジティブにとらえたい。「家を建て替え

るなら、娘のあなたも費用を一部負担しませ

んか ?J との呼びかけ に応え、シングル女性

に「私も自立した大人です」と主張してもら

いたい。それが「ポジパラ」の概念だ。

30代の団塊ジュ ニアとその母( おもに団塊

世代) は、 90年代から「ー卵性母娘j と呼ば

れ、非常に仲がいい世代だ。私は彼女たちを

rHahako ( ハノ、コ) 世代j と名づけた。昨年

12月出版の拙著 rHahako世代をねらえ ! J  (ダ

イヤモンド社) でも、「こ れからの家族を考

える会j の研究成果とともに、団塊母娘の深

層心理を紹介している。

"f rll良し" は、ややもすると “依存" を生む。

だが、居住空間や費用負担について「親子J

ではなく「大人対大人」の理想的な関係が築

ければ、それを依存とは呼ばない。親子が “も

たれ合う" のではなく“ 支え合う" 関係だと

きえるはずだ。そしてそれこそが、 シン グル

女性が真に望む「家を建てる」乙となのでは

ないか 一 。私はそう 信じてやまない。

( うしくぽ めぐみ 有限会社インフィニティ代表取締役l

マーケティ ングライター l  
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都市居住と

SOHO空間

一都市型賃貸集合住宅の

事例から-

問中啓文

20 週第と社会 ・2∞7.6

都心に人が帰ってきている 。「通勤」の必

要を無くす、あるいは「通勤J 時聞を短縮す

るととによって、自分本来の時間を取り戻し、

都心での文化的刺激や利便性を思い切り享受

しながら、職・住・遊が一体となった行動的

な暮らし方を楽しむ。そんなライフスタイル

を選択する人が増えた結果である。

之とでは、職住近接という意味では最も究

極的なライフスタイルである、 S OHOと表現

される仕事場を住空間の中に、比較的まとま

ったスペースとして併設したものを、筆者の

事務所で多く手掛けている都市型賃貸集合住

宅の設計事例の中から取り上げて紹介し、都

市における住まい方のー形態としてのS OH O

住宅について考察してみた p 。

. SOHO住宅創造のテーマ・

・そこに居ることの快適性

S OHOは創造の場であり、 一人、または少

人数が一 日の大半を過ごす場である。仕事に

思う存分集中できる環境と同時に、必要に応

じて怠抜きや気分転換ができて、心理的解放

感が得られる居心地のよい場でなければなら

ない。そのためには、プライベー卜部分と合

わせて適宜空間の広がりが確保できるような

プランとしたり、外部空間との関係を工夫し

て、光や風や緑といった自然の要素を、でき

る限り身近に感じられる設えが必要である 。

・分離と接続

5虫立したワーキングスペースを持つS OHO

住宅においては、公私のゾーニングが最も重

要である。来客l時等必要に応じてプライベー

卜部分と明確に分離できることは最低限必要

となるが、前述のような快適性を確保するた

めには、おのおのを区切りつつも、つなげる

ことが重要であると考えている。メゾネット

住戸であれば、階ごとに公私の分 ｾｩｬ ｦＮがしやす

く、また、おのおのに出入り口を設けること

も容易になるため、 S OHO住宅に適した居住

形態であると思われる 。この場合でも、上下

階を完全に分離するのではなく、吹抜等を設

けて両者をつなげ連続させること等で、公私

ともに、より快適で、盟かな空間が得られる 。

フラット住戸の場合の平面的な空間の分割に

は、開閉自在のフレキシブルな建具や、可動

家具等が有効である。

また、公私の聞に「中間領域」的な空間を

設けることで、 両者に適度な距離を置きなが

らも空間の連続性を確保したり、建具の開聞

によって、どちらかの空間の延長として僻掛

応変に使う乙とが可能になる 。前述のメゾネ

ット住戸の吹抜も、「中間領域」のー形態と

雪 える 。また、「中間領域J を半外部的な岩

間とすれば、両方の空間に光や風を取り込み、

身近に緑を楽しむこともできる。

. SOHO住宅の可能性・

. 街にひらく

戸建のS OHO住宅であれば街路に対して、

集合住宅の中の l ユニ ットであれば廊下等の

共用空間に対して、聞いた設えが自然な状態

と言える。都心においては、プライパシーを

重視する余り住居が街並みに対して閉鎖的に

なってしまう事例が多いが、 S OHO住宅の場

合、 S OH Oが衝に聞いた顔を持ちながら、プ

ライパシーが必要な居住部分と街との聞のク

ッションとして機能する。

集合住宅の共用部分を街路と連続させ、か

つ、このような街に対 して開いたS OH O住宅

が多く集積すれば、都心の街並みはより活気

のある生き生きしたものになると思われる 。

. 集住と S OHO

一補完し合い、刺激し合う空間

地価の高い都心では、郊外の住まいのよう

な広さを求めるととは難しい。 しかし集合し

て住まうことを選択すれば、豊かな共用空間

を共有できる。そして、目の前に広がる都市

内閉そのものが24時間を通しての生活フィー

ルドとなり、限りある居住空間を補って余り

ある空間( 施設) が手近に揃っている。 さら

に、自らの生活の糧である仕事場を併設した

S OHO住宅の場合、公私を連続させたり 一体

化する ことによって互いに空間的な広がりを

補完しあい、限られたスペースの中でも、ゆ

とりある空間を得ることができる。仕事場と

住居とを別々の場所に求める場合よりは、遥

かに効率的かつ経済的であると言えるだろう 。

そして、 S OH Oという創造的でアクティブ

な空聞が居住空間の中に取り込まれること

で、街とのかかわり方や、公私の関係の付け

方、快適性の求め方等を含めて、より刺激的

で多様な住空間創造の可能性を秘めている。



. SOHO空間の具体例・

. 中間領域を介してS OHOを分離

①光庭による分離 ( UR都市機11¥1-船場瓦IIIJ )

住居部分とは完全に独立して、共用廊下よ

り直接入れる SOHOを用意した。最上階であ

ることを利用し、 SOHOと居住スペース (L DK)

との聞に光庭を設けて、ゆるやかに空間を分

離しつつ、視覚的には一体化 して L 喝 。光J廷

は家の中心 となり、空間に奥行きを生み出す。

便所は両スペースの中間、光庭に面した位置

に設け、仕事上の来客等がプライベートなス

ペースを経由せずとも利用できるようにして

いる 。住戸専用のアプローチは、住戸のセ ッ

ト Ｉｾック部分を 利用した 奥行きのある空間と

しており、戸建感覚を表現している。

②離れ屋として ( UR者|怖 機 梢 →Il : i場瓦11rJ)

共用廊下を経てこの家の玄関を入ると、そ

乙は半屋外のテラスとな っている。このテラ

スに聞いて、離れ屋的に独立したSOHOがあ

る。反対側のテラスに続くのは、玄関を兼ね

た 6 帖大の土聞となってお

り、乙こもテラスと 一体的

な多目的利用が可能。土間 朴 」

に続く居住ス ペースを合

め、この家全体はすべて開

閉自在な建具で仕切られ、

バルコニ一部から離れ屋に

至るまで、連続的なつなが

りを持っており、 S OH Oを

含めた家全体が一体空間と

して感じられる 。

通風、採光 も良好であり、

テラスに緑などを置いて楽

"'...，.. 目立E 主

しみながら 、自然を感じて伸びやかに働 き、

暮らすことができる 。

① シースルーのサニタリーをはさむ

(RI TZ SQUARE II )  

単身者居住を前提にした、都心型の小規説

集合住宅の例。玄関につながる空間は、 中央

部にある シースルーの水回りをはさんで、奥

のバルコニーに続く居室部分と分離されてい

る。限られた空間の中で最大限の広がりを得、

また、公私を明確に分離しながら、奥まで採

光を確保できるよう西日慮、した個性的なプラン

で、ある 。

つのスペースは、生活者の創立によって、

SOHOを含め自由に利用されること を期待し

ている。

- 街とつながる S OHO

① 「まちゃ」の復権

( UR都市機構一船場瓦11I J)

アプローチテラスに面した土聞が、SOHO

を想定した室の前に控えている 。土聞は、住

ーの玄関につながるが、直接引き 戸を開いて

外から 出入りする乙とが可能であり、日中は

共用部分( アプローチテラス) に対して開放

的な空間とな っている 。土聞は昔ながらの庖

のある 「まちゃJ のごとく、ち ょっと した接

客や打ち合わせ空間として、街( 共用部分)

との接点となっている 。

また、引き戸の外側には、「まちゃ」の格

子を イメー ジした可動式のルーパーが用意さ

れており、通風や採光を確保しなが ら、 必要

に応じて閉じることができる。

②吹抜の玄関土間でつな ぐ

( アーパネ ックス平野町)

共用廊下に面して、大きなガラスブロック

の開口がある 。土聞は 2層吹抜の、玄関を兼

ねた打ち合わせ等を含め多目 的に利用できる

帰宅して、く つろいだ り、持ち帰った仕事 独立性の高い空間で、奥にある居住空間と共

をした後、 風巴に入って|眠るという生活動線 用空間との聞のクッションでもあり、共用部

に沿って、各ス ペースが順番に用意されたプ 分に対して開放的なイメ ージを創っている 。

ランであるとも言える。また、分離された 2 上階は、この土間とバルコニー側の居室の、
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許 J 1
両方の吹抜に面し

たロフト状の空間

とな っており、下

階と空間的なつな

がりを保ちながら

も独立していて、

プライベー 卜な利

( 下階) 用ができる。

2層分の階高をゆるやかにゾーニングしつ

つ、どこにいてもタテ、ヨコの一体的な広が

りが感じられるよう園調、している。

・こだわりのS O H O

①ルーフテラスと一体化する縁側のような

土間 ( アーパネ ックス平野町)

玄関を入

ると、 J レー

フテラスに

つながる 14

帖大の土関

空間があり、

この場所が

玄関よりS OHO土間空間を見る

S OHOとして位置付けられている 。ここは半

透明の建具 を介して L Dスペースにつなが

り、キ ッチンからのサービスも容易で、ある。

L D奥にある個室まで、 空間は建具の開放に

よって一体につながるが、公から私ヘ、外か

ら内への明快なヒエラルキーを持っている。

② トップサイドライトのある吹抜のS O H O

( アーパネ ックス平野町)

下階にのみ出入り口のあるメゾネ ッ ト住戸

の、玄関との聞に、ガラススクリーンと階段
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S OHOに面して上下階

に居室がある

(上|稽)

で仕切られた 2 層吹抜空間を用意し、 S OHO

として位置付け た。 この住戸の中心となる、

最も開放的で、伸びやかな空間である。吹抜上

部はj レーフテラスに面しており、 トップサイ

ドライトから光が降り注ぎ、開放的な建具を

介して、上下階の居住部分を一体化してつな

いでいる。

①シェアしてS O H O

( アーパネ ックス平野町)

3 つの個室を用意し、おのおのがS OHO兼

用の独直した住居として利用可能なよう想定

されている。個室は玄関とルーフテラスに面

( 上階)

したl次抜空間より直接アプローチできるよう

にな っており、このス ペースが共通の接客、

打ち合わせス ペース等 として利用できる 。

この住居の中心となる L DKは、 26帖大の

ゆったりとした広さと高さを持っており、例

えば仕事を持つ 3人でシェアして住まうこと

によ って、都心にあ って十分な広さと高さの

リビングス ペースを得ることができる。また、

上階の床は、建物の構造体とは分離した鉄骨

の柱、 梁及びデ ッキプレートで構成され、将

来的には 2層分のボリ ュームの中で 3 次元的

な間取り変更も可能なよう考峰、されている 。

④可動の家具と壁で仕切る

( アーパネ ックス北堀江)

最上階に位置するロフト付き住居。開閉可

能な可動間仕切壁によ って完全に独立 した空

間をつ くることができる 。この空間を プライ

ベートなス ペー スとして使: うも 、あるいは狛!

立性の高いS OHOとして使うも、入居者次第

である。玄関につながる空間を自由に{ 士切れ

る可動家具が用意 されており 、空間のボリュ

ームや使い勝手を、好みに応じて変更するこ

とができる。可動家具は天井近 くまで伸びる

中到 ｾ ｊ 防止用の側板を強調しつつ、上部をオー

プンとしたメリハリのあるデザイ ンとして、

インテリアを引きt縮めている 。

( たなか ひろふみ 回中啓文総合建築研究所代表取締役)



園

塔の家に暮らして

束 利恵

- 塔の家の思い出圃

昭和]41年に塔の家にヲ |っ越した。当初、床

はでこぼこのコンクリートがむき出しのまま

で、靴をはいて暮らしていた。それがなんだ

か新鮮で、、特別な場所にヲ |っ越したという気

がした。当時、私は小学校 l 年生だった。コ

ンクリート打ち放し、地下 l 階地上 5階建て、

ぐるぐると螺旋階段を上ってL ベ空間、バル

コニーのある屋根裏部屋のような自分の部

屋、すべてがわくわくする家だった。友達が

び、っくりする家だった。大人たちも、なぜだ

か大勢やってきた。

反抗期になると、来訪者の質問が面倒くさ

くて、自分の部屋に乙もっていたこともあっ

た。みんななぜ同じような質問をするのか、

なぜ同じような答えをもとめるのかつまらな

く感じていた。

自分自身が建築を学び始めたとき、父のこ

だわりが自分の中にも育っていることに気が

ついた。アメリカに留学し木造の建物に住ん

でみて、その薄い壁になじめないことに気が

ついた。家族間の生活の音と他人の生活の音

では受け止め方が違うことを経験した。

アメリカから戻って、すぐに塔の家の近所

に住まいを探した。でも長押のある洋室がど

うしても嫌で、結局塔の家で暮らすことにな

った。独立を考えてから予算内の気に入った

空間に出合うまで 2年かかつてしまった。

マンション暮らしを経験して、扉 1枚で密

室になってしまう状況に恐ろしさを感じた。

一緒に暮らしていても気配さえ感じないとと

がどう家族関係に影響を与えるのか。塔の家

では感じなかったととに出合い、考えさせら

れた。

昨年、十数年ぶりに塔の家に戻ってきた。

40年近く塔の家に暮らしていた両親と世代

交代である。ひさしぶりの塔の家での暮らし

は案外変わっていない。いつの間にか、両親

が暮らしていた工夫をそのまま引き継いでい

ることに気がついた。

- 街の中に住むことへのこだわり園

両親は大阪のl町中育ちである。町には仕事

の場があり、住まいがあり、遊び場があり、

学ぶ場があった。昼夜の人口の差が大きい郊

外住宅地、オフィス街とは遣い、人々が24時

間入れ省わってはいてもそこにいる。赤ちゃ

んや子供から老人までいろいろな年齢層の人

が住んでおり、働いている。それが町だと考

え、その町に住むことにこだわって、塔の家

が生まれた。

町の暮らしでは、生活の機能を住まいの中

で完結させる必要はない。原稿を書くとき、

父は行きつけの喫茶庖へでかけた。書斎は喫

茶屈で十分、庭は公園であったり、街路樹で

あったりした。窓から見える景色は、四季の

移り変わりだけでなく、稲子や社会の移り変

わりも教えてくれた。町は住まいの一部なの

だ。こういった暮らし方は昔の町にも見られ

たことだったのだろう 。大阪の町中育ちの二

人が小さいころと同様に町の暮らしを続けた

p というこだわりが塔の家をつくり、 40年間

住み続けることに結びついていった。

. プライバシーとコミュニケーション・

子供のころ「狭くて大変じゃなL功主 ?J と

か、「階段は危なくなし、かj とか「扉がなく

て大丈夫か」とかよく聞かれた。今でも同様

の質問をされることがある 。反抗期の私は 『シ

ラケ世代j らしく「別に j とか「普通です」

とか答えていた。実際、聞かれない限り 、そ

のようなことを考えたこともなかった。 6歳

から住んで、いれば、それが普通としかし、 p ょ

うがない。比較するにも塔の家がベースにな

るのだから答えようがなかったのだ。

塔の家育ちの私としては、反対にマンショ

ンでの暮らしについて、「あんなに窓が少な

くて、箱にとじこめられて大丈夫ですかり

とか「扉 l 枚締めてしまえば密室になってし

まう場所で子供がひきこもりにならないよう

にするのはどうするのですかJ とかたくさん

の質問がしたくなる 。

つまり、住まいの絶対的雛形などあるわけ

もなく、それゆえ、比較しでもしょうがない。

それよりも、そこで暮らしている家族にとっ

て、住空間がどれだけ影響を与えているかを

考えるべきではないか。

昔の木造住宅や塔の家と違って、昨今の家

の多くは 『プライパシ- .1 のために閉鎖的な

個室を奨励してきた。 しかし、実際は、自室

に女性を何年も監禁しでも家族が気づかない

建築と社会 ・2∞7.6 23 



ような住まいがある 。子供の部屋に何年も入

ったととのない親たちがいる。fプライパシ

ーのなL寸 とレッテルのはられた昔の住ま p

では考えられない問題だろう 。

塔の家の親子聞のプラ イパシーは、お互い

のH音黙のルールの上に成り 立っ ている 。子供

部屋には、名前を呼びながら、また、足音で

伝えながら上ってくる。子供が下へおりると

きも、声や足音が前触れとなる。テレビやラ

ジオの音がうるさければ、うるさいと主張す

る。話し声がうるさければ、会話に参加する。

つまり、コミュニケーションをとらなけオ1 ば

暮らせない空間なのである 。

引きこもりなどの現代の問題は、コミュ ニ

ケーションを簡単に断絶できる住ま L 刈こも 一

因があるように思える。親と子が嫌でもお互

い対IIJ 寺しながら暮らしていくことは決してマ

イナスではない。

- おおざっぱであることも知恵・

十数年ぶりに培の家に戻るのに際して、外

壁のメンテナンスと内部の改装を行うことに

した。外壁のメンテナンスに関しては、雨漏

りを完壁に直そうと思ったのである 。10年ほ

ど前の外壁補修と同様に、機水材を塗布し直

すことと、雨漏りの原因になっている部分の

注入補修を行った。 ところが、実際号 |っ越す

と雨漏りはおさま っていない。注入したとこ

ろの検へ位置を移動しただけである 。再度、

内部から注入してみたが、また横に移動する

のみ。これは、建設会社の名誉のためにい っ

ておくが、メンテナンスの施工が問題なので

はなく、 当時のコンクリートの打ち方の問題

である。手練りのコンクリートを人力で、打っ

たためではないかと思うが、打ち継ぎが多く

て組い。そのため、注入しでもきりがないと

いうことにや っと気がついた。

結局、雨漏りの位置がわか っていればその

ままでいい、家具を動かせばいいという父と

同じ結論にいた った。これが、塔の家に住む

心得かもしれない。住む上で、雨漏りは大き

な問題ではないという我が家の結論である 。

塔の家

設 ｾ ｉ 東孝光

施工 長野建設東京支hJ i

而 板 敷 地 而 航20.56，吋

姐i築面秘11. 80rri

延床而積65.05ni

構造 鉄筋コンクリート造

規 模 地 上 5 階、地下 l 断

工舟] 1966年 6 月- 1967年 l 月

船影/ 村列 l事

B1F 

シナベニヤになっていた。今回は、オリジナ

ルのベンチ以外のすべての家具 をアメ リカン

チェリーで作り直した。作り替えるにあたっ

て、 リビングの家具のみは液晶テレビ対応に

するために変更を行っているが、ほとんどの

家具はオリジナルのデザイン、寸法をそのま

まに作ってい る。

理由としては、塔の家に手を加えるといろ

L ミろな方からお叱りをうけるかもしれないと

思ったこともないではないが、数十年の暮ら

しの中から生まれた家具は一番使p j 勝手がよ

いからである。実際、引き 出しの中の内容ま

で、両親が使 っていた通りにな ってしま って

いる 。 また、壁にかけるコート掛けの位置、

5F  

4F  

3F  

2F  

l F 

5 m 

くというこだわりは住まい手の母のものであ

ったのだと思う 。

母の工夫のひとつひとつが、 40年のあいだ

に磨きをかけられ、現在の塔の家の暮らしに

たどりついていると思うと、住宅というのは

建物ができたときが始まりであ って、その後

何十年もの時をかけて住まい手がつくってい

くのだということがよくわかる 。搭の家に暮

らし続けることで、住まいをつくるというこ

とはどういうことなのかを父、母は伝えてい

るのだと思う 。

建物ができあがったときに完壁を求めて

も、人の暮らしは変わるし、社会情勢、技術

なども大きく変わって p く。最近、物を買う

家具の横手にかくして取り 付けら れたフック ように住まいの完壁性を求める傾向が強まっ

・住まいを育てるということ・ など、かなり便利な工夫が母の手によ って加 ているが、完成さ れていないからこそ成長し

当時の造り付けの家具はラワン材であった えられていた。父が町に住むというこだわり ていけるということを知ってもらいたい。

が、いくつかの家具がその後作り替えられ、 をも っていたのと同様、住まいをつく ってい ( あずま り え 東 関 境 ー建築研究所代表取締役)
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園

子どもの考える

こだわりのインテリア

一部屋のモテル制作実験より-

片山勢津子

子どもの好きそうなものと言えば、カラフ

ルな色やキャラクターを配したデザインを想

像する 。 しかし、喜びそうなものにすぐ飽き

てつまらないものに夢中になる子どもの姿も

経験的に知っている。彼らは一体、 何を基準

に捉えているのだろう 。確かに、子どもは、

l時として大人には考えられないような自由な

発想をする 。恐らく大人には理[呼しがたい視

点があるのだろうが、では部屋はどのように

見ているのだろうか。

乙こでは、筆者らが小中学生を対象に行っ

た部屋のモデル制作実験を紹介して、子ども

に内在する空間像について考えてみたい。

調査内容は「僕の部屋、私の部屋」と p う

テーマで、厚紙を使って床と壁 3面の部屋の

小学校中学年 ( 3 - 4 年生) の場合、説明が

終わるや否や、思いついたところから作業を

始め、画材すべての色を使って無心に手を動

かす。それが、 小学校高学年 ( 5 - 6 年生)

になると、手がj吏々 止まるようになる 。また、

立体的なものを工夫して作る。つまり、手が

止まっている 問、子どもたちはどうしょうか

と何やら考えているのだ。 さらに、中学生に

なると作業風景はまた異なる 。こちらの説明

を終えてから約15分、だれも作業を始めよう

としない。どの子もじっくりと何を作るか頭

の中で組み立てているようなのである 。だ、か

ら、作業を始めても度々手が止 まり、窓の一

部などの細部から慎重に作業する 。紙を折 り

曲げたり試 し塗りをしたりして考えているこ

模型を自由に制作してもらうというものであ とから、完成作品を想像しながら作っている

る。制作を容易にするため、天井は希望した ことが窺える。

場合のみ作ってもらうことにし、人 ・家具・ 手を動かしながらひたすら作業する 小学

観葉植物などを 印刷したケント紙を用意し 生、手を止めてじっと考える中学生。彼らは

た。画材はクレパス、色鉛筆、ハサミ、のり 一体、部屋をどのように捉えているのか、ま

など、子どもたちが普段使っている道具を使 ずは、作品に表現されているものから探って

用した。実施は、学校での授業形式 1) と児 みたい。

童館での個別形式の 2 方式を採った( 表 1 ) 。

個別形式は、授業形式での一斉方式では困難 ・表現内容の変化・

と判断した小学 l 、 2 年生を中心に、補足的 作品に表現さ れたものは、およそ 7 種類に

に行ったものである。所要時間は、授業形式 大別できる。開口部、家具、電化製品、モノ

2 - 3 時間、個別形式は 1- 2時間であ った。 (電化製品以外の比較的小 さなもの) 、アニメ、

表 1 被験者内訳 (人) 生き物、その他 ( 階段など開口部以外の家の

学年

方法

d口' - 害"事I

授業形式 個別形式

小学 l 年生
。

42 42 

小学 2年生
。

18  18  

小学 3 年生 124 10 134 

小学 4年生 115  5  120  

小学 5 年生 43  
。

43 

小学 6年生
。

l  

型些
19 

。
19  

- 制作風景の学齢差・

実施に|探して予想外だったのは、皆が興味

を持続して熱心に作業することだった。歩き

回ることも騒ぐ乙ともなく、 休みH寺聞もとら

ず、に 制作を続ける子どもたちが大勢いた。

l時々聞かれた「本当に、好きなように作って

いいの? J という言葉からもわかるように、

自由制作に戸惑いながらも各自が個性を発揮

し、だれ一人脱落する乙となく作品を完成さ

せたことは、正直言って驚きであ った。

制作風景は学齢によって少しずつ異なる 。

構成に関するもの) である 。モノを電化製品

とそ れ以外に分けたのは、電化製11111が顕著に

見ら れたからである。多くの子どもたちが、

アニメや生き物、電化製品を自分の部屋に欲

しL 可と考えていることがわかる 。そして、小

学生は「モノ」に、中学生は「開口部j にこ

だわりが見られた。

表現内容は、学齢によって随分異なる 。小

学校低学年では、アニメや生き物が多く 描か

れる 。そして l 年生は色数が少ないが 2 年生

から増え、 3年生になると画材すべての色を

使ったカラフルな表現に変化し、床や壁に模

様が描かれる 。また、エ アコン、テレビ、冷

蔵庫といった電化製品の表現が顕著になる。

高学年になると、モノの表現が減少し、代わ

りにフロー リングなどの材料の表現やカーテ

ンなど開口部へ、表現内容が移る 。そして、

中学生は、格子窓や出窓、 トップライ トなど

建築と社会 ・2∞7.6 25 



表 2 こだわりの変化

学年

こだわりの

特徴

見られる部分

小学 l 年 アニメ、生き物 部屋がまだ捉えられない

2年 モノ (身近なもの) 色数が増える

3年 モノ (電化製品) 天井に興味を持ち始める

模様 床や墜にパターン を梢〈

4年 家具 立体物を作る

5年 苦虫 テクスチャーを表現する

中学生 1m口湖i 1m口部の桝成に凝る

全体の構成 全体の桝成で捉える

開口部の表現にこだわりを見せる( 表 2 ) 。

開口部の捉え方を、 学齢で見ると興味深い。

小学校中学年の作品には、他室へのドアを複

数描く事例が見られ、関心がドアにあること

が窺えるのに対して、小学校高学年頃からは、

ドアよりも窓装や窓の外の表現に重点が置か

れるのである。特に中学生は、ほぼ全員が窓

から作り出す。この表現の変化は、どのよう

に捉えればいいのだろうか。小さいうちは家

の中の他室との繋がりに興味が強く、自立 し

始めると、外部との繋がりを考えるようにな

るのだろうか。部屋のインテリアを考えてい

るはずなのに、中学生の視点は外へと注がれ、

部屋の中で一人ぼんやりと思考する若者の姿

を垣間見ることができる。学齢が進むにつれ

て、室内のモノから他室、そして外部へと視

点が変化 していくことがわかる 。

なお 「家の椛成に関するモノ J は低学年に

のみ見られるもので、上階や屋根、 |隣室を表

現して家を作ってしまう事例である。この時

期は部屋の繋がりに興味があるものの、イン

テリアとしての空間把握は難しいようである。

- 発想の性差・

子どもたちの考えていることは、作品を見

るだけではなかなかわからない。子どもたち

の制作意図を知るために、作品完成後に文章

やヒアリングで聞いてみた。ところが、小学

生からは「楽 しかったJ という感想だけが、

中学生からは「くつろげる部屋」とLヴ 漠然

とした言葉が返ってきただけだった。どうや

ら、子どもたちの思考は剃那的で、制作後に

問いただけではわからないようである。そ乙

で、 何を作っているかを制作中に聞いてみる

と、思いがけない答 えが返ってきた。表現と

その理由を次に記載して、ユニークな発想の

一端を紹介する 。

これらは、小学 3 年生男子の説明である。

ギャングエイ ジといわれる時期の男の子の頭
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きれいな花柄模様の床: ジャングル

赤黒 2 色の塗り分け: 畳と夜のある部屋

壁に等間隔に並ぶスイッチ: 爆弾

人物像. 泥棒

の中は空想、に満ちあふれ、ヒーローもいれば

慢獣もいて、戦争があればジャングルもある。

部屋には、時代も空間も飛び越えた壮大な物

語が存在する 。

一方、女子は現実派である。テーブルは「食

事用にj あり、カーテンは「光を和らげ、外

から見られないように」あり、フローリング

は「清潔だから j 、というふうにお母さんの

言葉が聞乙えてくるような説明が聞かれた。

もちろん、男子的発想の女の子や女子的発想、

の男の子がいる ζ とは、大人の世界と同じで

ある 。

.5つの表現タイプ.

乙れまで学齢や性別の特徴を述べてきた

が、同じ学齢でも表現に見られるこだわりに

よって、いくつかのタイプに分かれる( 図 1) 。

①空想型 : 物語や空想、によ って部屋 を作る 。

男子、特に小学 3年生を中心に多い。

①もの中心型: 部屋に配置するモノを詳細に

表現する 。小学生を中心に、全体に多く見ら

れる 。

①パターン中心型・床や壁に色を使って模様

をつける 。小学校中学年に多い。

①テクスチャ一重視型: 床やカーテンの素材

にこだわる 。小学生高学年と女子に多い。

⑤構成重視型: 開口部や天井など、部屋の構

成にかかわる部分にこだわる 。中学生に多い。

- おわりに・

以上は部屋のモデル表現から見た子どもの

こだわりにすぎないが、年齢とともに視点や

思考内容が変化 し、性差がかなりあることが

わかる 。

一般に、 9歳頃から空間把握の内容が変化

し、 11- 13歳頃に完成すると 言われている

が、 小学校中学年の子と、もたちは特に熱心で、、

この時期の多様な空間体験が重要だと、調査

を通じて痛感した。

( かたやま せっこ 京都女子大学准教授、 学術博士)

作 品 の 特 徴 に よ る 型 分 類

⑤ 

構 成重 視 型 :

ドーム型天井

にト ッフ. ライ

トを作る

1) 授業は、日本インテリアデザイナー協会教育研' 究委日会主催

で、 4 校で行った.



園

伝統を見つめていたら、

普通の家が

見えてきた

宮本繁雄

茅葺き民家

古民家再生工事のなか、伝統構法にふれる

ことで現代の住宅の問題点、課題を考えてみ

る。私の狭いフィールドである、九州の筑後

川流域からの提言である 。

- 古民家再生の現場か5・
築80年から 180年ぐらいまでの民家再生工

事を手掛けているが、この範囲では、石場建

てに足固め( 意外と不完全なものも見られ

る) 、桁固め、折置きで、貫 3段ないし 4 段、

貫の厚みは 7 分から 9 分程度、土壁で田の字

形の平面構成である。構造としては、曲げ、

せん断系の建物である 。土壁の剛さと強度で

地震力を受け、土壁が壊れ、柱・梁 ・貫の軸

組が抵抗する。福岡県西方沖地震が起きたと

きは、福岡県城島町 ( 現久留米市) にて築

も、ヨ |き継ぎ続ける必要性を感じる。構造の

耐久性とともに、機能の耐久性、乙れは融通

性であろう 。構造と表裏であろうが、田の字

形の囲う形態が機能の融通性を生み、民家を

100年持たせてくれたと考える 。100年と言

えば、 4世代が暮らせる期間である。戦後60

年の中にあっても民家が生き続けられたの

は、機能の変化に対応できたからであろう 。

窟がプロパンガスになり、台所が床に上がっ

た。農業の変化で土聞はなくなり、町も農村

も生活の仕方に変わりはなくなったが、その

変化に対応できてきた。現代の規格化された

住宅は機能の融通性を持ち、 100年に耐えき

れるのだろうか。田の字形の架檎だからこそ、

民家の再生を可能にしてきたと考える 。

100年の民家を再生中で、あった。荒壁と中塗 ・地元産素材を、地元職人を使って ・圃

りの混在した状態であった。震度 5 強の地域 次に民家の素材を見てみる 。屋根材は、瓦

である。荒壁に亀裂が入札古い土壁の仕上 の場合は垂木の上に竹を載せ、杉皮の上に土、

げの土は剥落したが、ほかには損傷はなかっ

た。押入の中段は、抵抗要素となっていた。

立て掛けていた材料が倒れ、灯簡が倒れただ

けの被害で済んだ。土壁の剛性はかなり強い

と実感した。

そして地元の瓦を葺いている 。高級な場合が

板葺きに瓦である 。茅葺きは一般的に佐賀県

鹿島地方は葦葺き、筑後川は小麦葉、 山間部

がススキ、一部ではススキ葺きの上に杉皮葺

きとなっている。

限界耐力計算のとき、筋交い ・面材は 1/ 平成13年に福岡県黒木町( 中間山地) の茅

30が安全限界であるが、土壁 ・貫は 1/ 15以 葺き民家の調査に参加したとき 、60戸の民家

上の変形能力がある。この 1/ 15をどう見る

かで、構造設計の考え方が変わる。伝統民家

で学んだ構造のひとつに、傾いても倒壊しな

い、倒壊しなければ生命維持空間が保てると

L ミう考え方がある。今つくっている新築住宅

でも土台は120x210の杉の赤身に、通しのほ

そ守で、込み栓18mmoの 2段打ち、 6分の貫を 5

段入れて、内外ともに土壁仕様としている。

告示が変わり、土壁の壁倍率が上がったこと

で、壁量計算でも筋交い ・面材ではなく、土

壁仕様の家をつくることが可能になる乙とも

ある 。限界耐力計算で建てた家がもうすぐ完

成するが、そこは外壁土壁、内部は厚さ 27mm

の買を 5段入れている。そのときの安全限界

は 1/ 22であった。今回の法改正において安

全限界 1/ 30と決められたことでどうなるか、

様子見の段階である 。伝統構造のメカニズム

が最近の研究で徐々に明らかにされてきてい

る。法にも反映してもらいたいものである。

の中でスス キ葺きは l 戸で、後は藁葺きであ

った。その隣の星野村では、ススキ葺きの上

に杉皮葺きである。この八女地方の杉皮は戦

後である。ススキは屋根材として使用され、

牛馬の敷き草として、肥料として見事な循環

が行われてきたが、農業の機械化・化学肥料

の普及の中で循環は止まった。そして、戦後

の拡大造林の中で、茅場や棚田も杉の林に変

わった。大量に伐採された杉の皮がススキの

屋根の上に葺かれ、 茅葺きを守ってきた。杉

皮を葺く技術は、大分県日団地方・玖珠地方

には昔からあり、 一山を越えて八女地方にや

ってきたのだ。

民家の素材は地域と時代性とで変化してい

るが、共通しているのは、地元の素材である

葦 ・藁 ・ススキ、地元の土での瓦、下地材と

しての竹、仕上げ材としての竹・土・和紙・

畳、塗装材としての柿渋と、太陽の恵みによ

る自然素材、土に還る素材であり、地元の職

伝統はリデザインの繰り返しであった。今 人の子による仕事である。九州は杉の一大生
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産地である 。照葉樹林帯である。民家に使わ

れている材は、杉が圧倒的に多く、柱は杉、

梁は松である 。熊本地方では松、せんだん、

杉となる。鹿児島地方では杉梁が多くなる。

大黒柱には棒、樫、維が使われている。敷居

は樫が多い。 これも 地域性であろう 。この山

も今は手入れされている 山が少なく、 竹の侵

食を許している 。山のことを考えるときに間

伐材利用が盛んに言われるが、流通段階で使

用されているパレッ トは外材である。これを

杉材に代えるだけでも、と考える。

- 森の世代交代・

日本の森林の年間成長量は全蓄積の約 3 %

強、年間伐採量は約 1%であるので、木材資

源の蓄 ｦｩｾ は増えている 。 それも ＳＵ 年以上の面

積区分が多く、若い森林が少ない。民家に見

られる大径材の伐採がないと、森の世代交代

が行われない。大径材の柱 ・梁を使った曲げ

系の構造の普及が、 必要な時を迎えていると

考える 。人吉地方の話で、 相殺み4の支払いの

ために、 山を皆{えした、当然植林する余力は

ない。そのために土砂崩れを起こし、その復

旧に何億もの税金が投入されたと聞く 。山を

守るためには、税制 をも含めて考えるべきだ

と思う 。

山では立派な大径材も、主義成材のラミナに

されている 。国産材の推進 という美名のもと

でである 。林野庁の進める新生産システムに

おいて、 小 さな製材業者はどうなるのであろ

うか。このシステムでは、 小 さな製材業者は

補助金の対象外におかれる。生産地と住まい

手の顔の見える関係を築くためには、現代の

木挽き棟梁である製材所の丸太を加工して適

材適所の用材づくりをする技術は、その橋渡

しとしても重要性を増している 。乙の関係を

途絶えさせてはいけない。

- 九州の風土と民家・

九州のこの地は高温多湿で、悶も多く、台風

も年中行事である 。1991年に上陸した台風

17号と 19号は、この筑後地方に大きな爪 あ

とを残した。全九州の36%の世帯が停電する

結果となった。上棟後の家が倒れ、梁が割箸

みたいに飛んで、p く。瓦は紙みたいに飛び、

ブルーシートに覆われた。コンクリー卜の電
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柱も折れ、道路を塞いでしまった。山は、倒

木で痛々しい姿となった。この地では台風対

策は避けられない。雨戸 ・格子は必須で、、風

対策と雨仕舞いには万全の備えを要する。

暑さ対策では、茅葺き屋線は遮熱材であり、

深い軒、庇で温度を下げている。 しかし材料

のl汲股湿性で夏は涼しいが、冬は寒い。熱の

損失があまりに大きい。民家の再生では床の

断熱・気密を施し、窓からの熱損失を少なく

するように、木製のぺアガラスを多用してい

る。

九州、|の民家は、圧倒的に直家が多いが、佐

賀県の有明海沿岸ではくど造りがほとんどで

ある 。 寄せ棟、銀Ａ屋、分 ｩ 作ｾ 型と ｌ 、ろいろであ

る。現代の住宅のデザインを考えたとき、 地

域性 ・風土性があるのだろうかと疑問を感じ

る。今のデザインが100年の時に耐えるのだ

ろうかと 。構造の耐久性 - 機能の融通性は当

然としても 、デザインの耐久性とは何であろ

うかと思う 。

今、商品として住まいが売ら れ、買われて

いる 。ある住宅メーカーのテレビの宣イ云に、

奈良県の今升ニ町が出ている 。ここには、住む

人の家族の繋がり、 地域の繋がりが見えるし、

環境の配慮、も見えるが、それは住宅メーカー

のつくるものではない。今、力のある住宅メ

ーカーのリーダーシップと責任が問われてい

る。

• i普通の家J を建てる・

今、私が建てている普通の家のことを記す。

構造は大径材を若き木挽き棟梁に手配して

もらう 。日田杉 ・小国杉と筑後川流域の木で

ある 。この木を社員大工 7 人が墨付けをし、

刻んでL 、く 。l並! げ、せん断系の貰と土壁の家

である。母屋の上に厚さ 30の杉の本実加工の

板を張り、垂木の間に珪藻土( 大分県九重町

産) と籾殻を混ぜたものを載せ、この間に空

気層を取り、屋根通気をする 。壁は土壁で、

内部は真壁が多い。外壁には同じく杉の30厚

の板を張り、断熱としている 。土は福岡県久

山町の土の使用が多い。建具材はすべてが杉

材である 。クロス貼りはない。この{士様でも、

住宅メーカーの建物と同等か、安く 出来てい

る。地域の大工力や工務屈の力が落ちている

なか、職人の技術の伝承がなくなることを危

再生民家ーで外観(上)、 居間 (下)ー

↑具する 。佐賀県の建具組合員は、 17年前 は

150人、今は80人、 10年後には50人となる 。

左官も腕のいい職人がアルミフェンスを組み

立てている。小舞がかけて、土壁漆l喰が塗れ

る職人が減少している 。プレカッ トの流れの

なかで、増築工事が出来ない若い大工が増え

ている 。60年かけて変えたものを戻すのにど

れくらいを要するのだろうか。

私が考える普通の家は、「伝統は 日々新た

なり j の言葉通りに、尊重しながら変えてい

くことであり、顔の見える関係から創 りださ

れる協働の家づくりである 。それが家族や地

域の繋がりが豊かになる鮮を強める家、 エコ

ロジーな暮らしを生み出し、環境保全の家づ

くり、繋がり、 町のなかに森をつくりだす。

地球温暖化防止の家づくりである。

人類のDNAには、存亡の危機を乗り 切る

プログラムが内在しているという 。「今の文

化の中で、 一番恐ろしいのは、みんな後ずさ

りを始めていることである J ( 宮本常一) 。

( みやもと しげお 建築工房悠山想代表取締役 )  

日本民家再生リサイクル協会理事、九州民家塾長



「建築と社会」誌

大正6年3丹に誕生した日本建築協会 本建築協会雑誌J 、さらに1年後には おりで、パックナンパ ＭＱｾ Ｇｉｉ入希望は、

( 当時・関西建築協会) の、機関誌 「建築と社会J と改題し、 今 日に至 日本建築協会事務局 (T E L 06- 6946ー
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建築基準法の改正

谷本和子

堺市建築都市局開発調整部指導監察課

l 建築基準法改正の背景

< 構造計算書偽装問題>

平成17年11月、本来法令を遵守すべき資格

者である一級建築士が構造計算書を偽装して

いたことが明らかになった。設計図書の作成、

建築Tl ' (jf認、工事施工のそれぞれの段階で、元

請け設言|者、指定確認検査機関、建築主事等

のいずれにおいてもそれらは発覚することな

く、商慣性に大きな問題のあるマンションが

多数市場に出回るに至った。 この乙とは建築

H師恋 ・検査制度等への信頼を失墜させ、建築

物の両拡牲に対する不安と建築界に対する不

信を、多くの国民が抱くとととなった。

このような中、建築基準法及び直築士法を

中心とする建築物の安全性確保のための制度

について総点検を行い、早急に諸課題を検証

し再発防止策を講じることが求められた。ま

た国民が安心して住宅取得や建築物の利用が

できるよう、消賞者保護のための措置につい

ても合わせて検討するととが求められた。

それらを踏まえ、社会資本翻前審議会建築

分科会に基本制度部会が設置さオl、次のよう

な課題の検証がなされた。

①建築行政の課題

・複数の指定碓認検査機関及び地方公共団体

において構造計算書偽装が見逃された。

- 偽装内容の中には見破るのが困難なものも

あり、膨大なデータを扱いながらも迅速さが

求められる構造審査の難しさが認識された。

・指定確認検査機関の、業務・人員体制等の

適正性が問われた。

・指定確認検査機関に対する 卜分な監督権限

が特定行政庁にはない。

②建築士制度の課題

・一部の社喋士の資質・能力 ・モラルの低下。

・建築物の樹i¥(g化が進むに従い、設計・工事

監理業務も専門分化・重層化 しており、構造

設計の責任の所在が不明確となっている 。

雪消費者保護の課題

・住宅の品質確保の促進等に関する法律にお

30 建築と社会 ・2∞7.6

いて、 10年間の破庇担保責任が売り主等に

義務付けられたが、事業主は十分な補償能力

を備えておらず、洋証E担保責任が適正に履行

されなか ったため、消費者は極度に不安定な

状態に陥ることになった。

これらの課題に対する改善策の検討を踏ま

え、国交省より「建築物の安全性の確保を図

るための建築基準法等の一部を改正する法律

案J が国会に提出され、平成18年 6 月に成

立した。 これは今回の事件で明らかになった

建築・住宅業界を取り巻く法令上 ・制度上の

課題への対応策の第一持として、建築行政側

の課題の改善を図ったものである 。

l 建築基準法の改正

今回の建築基準法の改正により、建知子政

側の審査体制の強化が図られた。

・構造審査の厳格化

一定規模以上の建築物については、知事ま

たは新しく設けられる指定構造計算適創立i判

定機関の専門家による審査( ピアチェック)

が義務付けられる。対象となる建鍛物は、鉄

筋コンクリー 卜造・鉄骨鉄筋コンクリート造

では高さ 20削也、鉄骨造では地|絡を除く |絡数

が 4 以上、木造では高さ 13m超または粁の高

さ9m超など、の大規模な建築物、このほか構

造計算が必要な規撲で大臣認定プロク守ラムを

用いたもの、限界耐力計算を用いたものなど

である 。構造計算適創生判定は確認申請を受

け付けた特定行政庁または指定確認検査機関

から判定制闘員するもので、構造設計につい

て工学的判断の妥当性を判定するなど、第三

者の視点で、チェックが行われる 。

また、構造計算プログラムの大臣認定制度

が大きく変わる 。構造計算プログラムが新た

に定義され、施行日以降は、この新認定プロ

グラムのみが大臣認定プログラムの扱いとな

る。

. 確認審査等に関する指針

確認の審査方法、中間 ・完了検査の検査方

法の指針が告示で定めらオ1、今後はこの指針

に基づいて行われる。例えば建築確認の申請

受理H寺、定められた提出図書が過不足なく添

付されているかどうか、正本と副本の整合性、

設計者の資格なども確認する 。l i ' Oi 認審査にお

L 、ても公正かつ的確な実施のための措置が定

められており、図書の差 し替え、訂正による

申請書の変更は、誤字、脱字等の軽微な訂正

を除き一切認められない。建築基準関係規定

に適合しているかを決定できない場合は、申

言青王者に不明な点を説明する図書を求める旨を

規定しており、記載事項に不整合や誤りがあ

る場合は、建築基準関係規定に適合しないも

のまたは適合するかどうかを決定できないも

のとして取り扱われる。そのほか椛認審査中

の計画変更も認められないなどの規定があ

り、国交省は審査を厳格化する立場から不備

のある申請に対しては原則不適合の措置を求

めている 。指針は中間検査・完了検査の方法

についても定めており、その内容も厳格な対

応を求めるものである 。そして従来は各特定

行政庁で定めていた中間検査であるが、 3階

建て以上の共同住宅については一律に法律で

中間検査が義1剣すけられた。

また上記で述べた構造計算迎合性判定の制

度・建築確認の審査の厳格化に伴い、建築確

認の審査期聞が延長される 。構造言十算適創生

判定に要する期間は14日以内、合理的な理

由があれば最長49日まで延長が可能である 。

これに{ 料、建築確認の法定審査期間も 21日

から 35日に延長され、 35日の範囲で延長で

きるため最長で審査期間は70日となる 。

. 指定確認検査機関の業務の適正化

指定確認検査機関の損害賠償責任能力や適

正な人員体制など、指定要件の強化が図らオL

損害賠償能力については情報開示が義務付 け

られた。 これは、指定確認精査機関に自らの

責任において業務を遂行させることを明確に

するもので、ある 。また、国や都道府県が指定

確認検査機関を指定する際の審査方法 ・体制

等、指定についても厳格化 された。 さらに特

定行政庁に指定確認検査機関への立入検査権

限を付与するなど、特定行政庁による指導監

督を強化した。特定行政庁は指定権者である

国や都道府県と協力して実効的な監督体制 を

整備し、今回の事件で生じた国民の不安を解

消していく乙とに努めなくてはならなL ミ。

. 図書保存の義務付け等

指定確認検査機関及び建築士事務所に対

し、確認申請書等の図書保存期間を大幅に延

長した。また、特定行政庁に対しでも、同様

に一定期間確認図書の保存を義務付けた。

l 今後の制度改正

法令 ・制度の整備の第二仰では、建築士制

度の改善が図られる。すでに建築士法等の一

部を改正する法律が平成18年12月20日に公

布されており、 2年以内に施行される 。第三

弾は消費者保護の制度である。特定住宅椴庇

但保責任の履行の確保等に関する法律が整備

されていくこととなる 。

乙の 3段階の制度改正によ って、建築業界

を取り巻く制度は大きく変化 していくであろ

う。大変革のキーワードはf適正化H厳格化j 。

建築の実務にも大きな影響を与えることが予

想さオし今後も情報収集等、注意が必要であ

る。

(たにもと かずこ)
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一大阪市の誘導の狙し，-

薄木三男

大阪市計画調霊局建築指導部建築企画担当

大阪市では、持続可能な社会の実現に向け、

快適で環境に配慮した建築物の建設の促進を

図るため、平成16年 5月に r CASBEE大阪J

( 大阪市建築物総合環境評価制度) を創設 ( 同

年10月施行) し、こ れまでに186件の公表を

4子っている。

本稿では、本制度により大阪市が目指す方

向性とその実現のための取り組みについてこや

紹介する。

I  CASBEE大阪の独自の取り組み

. 緑化への取り組み評価の重点化

・都市化が進み、樹也等が比較的少な L浦 域

の特性を踏まえ、市街地蝿境の向上やヒート

アイランド現象の緩和等を図るため

• Q - 3の室外環境( 敷地内) の、重み係数

の引き上げ

. 総合設計制 度の許可要件化

・総合設計 制度を適用する場合の要件とし

て、サステナビリテイランキングB +以上を

要件化している。

. 補助事業における採択要件化

・優良環境住宅整備事業において、サステナ

ピリテイランキングA 以上を採択要件とし、

環境上優良な住宅建設を支援してL唱 。

・顕彰制度rCASBEE大阪 OF THE YEAR.I 

. 平成18年度創設

I  CASBEEの概要

室内環境をはじめとした建築物の内部や敷

地内における環境の品質・性能 (Q) と、エ

ネルギー消費をはじめとした建築物による外

部への環境負荷( L ) を統合した指標として

環境性能効率と L 、う数値を用いて総合的に評

価する。 (図 1参照)

I  CASBE巨大阪の公表実績

①CASBEE大阪全体では、 図 2 のとおり o

ｾ念合設計 制度適用建 築物では、 図 Ｓ のとお

り。

図 3 平成 ＱＶｾＱＸ 年

度総合設計制度適用

建築物の用途別、ラ

ンク別集計

建築物の

環 涜 性 能 効 率

[ BEE 伽刷M山 叩 山ildi蜘1凶刷蜘di伽l川n

Enviげr巾。nm、enta剖|  

Eff而lにCl ency

ざ二二と

格付け( ラベリング)

10 

① 

高

※ 按合用途建

築物は床面

積の大きな

用途に含め

ている。 集会所 (2)

病 院 (6)

ホテル( 3)

図 2

平成 ＱＶｾＱＸ 年

度CASBEE大

阪全体の用途

別、ランク5J IJ

集計

.混 と
S  I  A  s. B  倉 . .  

"'"断
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I  CASBEE大阪ランクとQ，L値

CASBEE大阪でA、S ランクとなる建築

物はどのような自己慮、がされているのか、 図 4

の傾きと合わせて、具体例を以下に述べる。

平均的なB +の建築物は、「関係法令の基

準に適合している J r一般的な社会要求レベ

ルは満たしている」建築物と言 える。

- 緑化率 5- 10%程度

- 照明 ・空調設備等はある程度ゾーニングし

て制御 している。

・プラスアルファの園町並、使新用スペースを

設ける、空間・強度等に余裕を持たせて計画

するなど) は行われていな L、

A 、S の建築物では、以下の取り組みが行

われている。

[01 (室内環境等)

q源 化率の増加、進枕して緑地を配置

CASBEE大阪では、緑地への取り組みを

重点的に相而しているため、緑地の増化 とと

もにQ値が大きくな っている。

①更新時への百日慮、防災対策の充実

設備も含めた、 地震に対する安全性や、耐

周年数の長い材料を使用するなど、建築物を

永く{ 郎、続けられるよう配慮されている。

[L値1 (外部環境負荷)

①再生材の利用、敷地外環境に対する園田憲、

建設段階における資源消費の削減、日 ｈＨｾ .  

風 暑に対する園 田ｾや排熱 量を低減する取り組

み等が行われている。

①高度な省エネルギー対策、自然エネルギー

の利用、運用管理体制の充実

Q- 1 室内環境

g-2 サービス噌弘
3  室外環焼( 内)

L- 1 エネルギー

L - 2 資源マテリアル

L - 3  敷地外環境

図 1

環筑性能効率 (BEE) について

は、環境の品質・性能 (Q) を向

上させる、または外部へのJ J ; 1境負

荷( L ) を低減するほど高くなる。

。

B- B+ A  s  

[Q] ランクが上がるとともにQ (室内環境

等) は上昇するが、一定ランク以上では

大きな変化はみられない傾向にある。

[L] ランクが上がるとし( 外部環境負荷)

が徐々 に小さくなり、 Sランクになると急激

に小さくなる{頃向にある。

図4 ランクと Q ，Lとの関係

省エネルギー対策や自然エネルギーを在 ｾｴ ＼Ａｉｩ

的に利用するなど、建禦物を運用する際のエ

ネルギー負荷を低減する取り組みゃ、運用管

理体制を充実させ、より効率的に設備を運用

できるような取り組みが行われている。

I  A. Sランクへの誘導方策

CASBEE大阪では、緑化に対する重み係

数のヲ |き上げ、総合設計制度を適用する場合

に公関空地内の緑化率を義F剣寸けるなど、敷

地内t剥じを積極的に誘導することにより、環

境・品質の向上を図って L唱 。

制度知包以降の実績の分析から見ると、言平

価の高いものについてはQ ( 室内環境等) 、 L

( 外部環境負荷) ともに、取り組み程度も大

きくなっている。仮にQへの取り組みが中間

的であ っても、 L の取り組みが大きなもので

あればランクは上がると思われるが、 L のみ

を大きくすることについては、建築設備など

への取り組みを大きくすることが重要な要素

と思われ、乙れらの対応をする上で、経済性

などの側面から種々の課題も考えられる 。

このため、これまでの期資等を踏まえ、評

価項目ごとの課題の明確化、関連した施策な

どとの連携を図るなどを含めた評価のあり方

を検討することが必要であると考えている。

なお、 A' S ランクの建築物を誘導する場

合においては、建築物の環境 ・品質 (Q) の

向上と外部への環境負荷( L ) の低減に対す

る取り組みをバランスの取れたものとするこ

とも、誘導する上で留意する必要があるので

はなL功、と思われる。 ( うすき みつお)

建痛と社会 ・2∞7.6 31  
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ｾｲ 見果てぬ夢一日本近代画家

の絶筆」展

本展では、明治から現代にいたるまで、我が

国で活躍した著名な洋画家および日本画家約

100人を選び出 し( 日本画約20点、洋画約80

点) 、それぞれがしの直前に描いた作品を一

同に紹介する 。あえて「絶筆」を定義づけた

り分類したりせず、それぞれの画家が士の直

前に描いた作品を出来る限り多く集めること

で、「絶筆j の多様性を浮き上がらせたいと

考えている。

会 期 2007年 5 月29日- 7 月 8 日( 日)

10: 00- 18: 00 

会 場 兵 庫 県 立 美 術 館 企 画 展 示 室

神戸市中央区脇浜海岸通1-1- 1

TEL078-262-0901  

観覧料 一般1，200円、大高生900円、

中小生500円

招待券は日本建築協会 ( TEL 06-6946-6981) へ。

黒田清輝 〈侮林) 1924年 油 彩 板

東京国立博物館蔵 写真提供 : 東京文化財研究所

写真織影 。東京文化財研究所企画情報部織野誠治

砂企画展 「松園が学んだ三人

の師J

60年にわたる画業において格調高い美人画

を描き続け、現代日本画壇に輝かしい足跡を

残した上村松因。今なお人気を博す松園芸術

の真髄を探るため、本展では松園が学んだ三

人の師( 鈴木松年 ・幸野楳嶺 ・竹内栖鳳) に

焦点を当てて作品を紹介する。

それぞれ気質も、画風も異なる 三人の画家だ

が、彼らの元で研鈴を積んだ松園にとって、

三人の師各々がなくてはならない大切な存在

であったに違いない。本展では、 三人の作品

を通して、松園へと受け継がれた美の本質を

ご覧いただく 。

会 期 2007年 6月2 日( 土)- 7 月16日( 月)

10:  00- 17: 00 月11程休み( 祝日は

開館)

会 場 松伯美術館

奈良市登美ヶ丘2- 1-4

0742-41-6666 

入 館 料 大 人800円、中小生400円、

展 示 鈴 木 松 年 「 凹仙之図Ji 十六羅漢図J

幸野桜嶺 : i霧雨図J i妓女図J

i1111洞御苑春景図J

竹内栖鳳: i古城松翠J i.風燕双塔寺J

「千代田城j

竹内栖鳳 〈朝寒} 昭和12年 (1937年) 個人蔵

砂Art Court  Fronti er 2007 #5  

アートコートギャラリーのアニュアル企画と

して2003年より開催し 今年で 5 回目を迎え

る展覧会である 。

関西在住の気鋭作家12名を 美術界の第一線

で活U1il l:t のアーテイス 卜、キュレーター/ ア

ートクリティ ック、 ジャーナリスト/ アート

ライタ一、そしてコレクター/美術愛好家の

各 4 領域の方々が各 l 作家を推挙する 。

会 期 2007年 6月29日( 金)- 7月14日( 土)

( 日・月 |限休み)

会 場 OA Pアートコート

大阪市北区天満橋1-8- 5 OA Pアー

トコー ト1F

11 :  00- 19: 00 ( 土: 17: 00まで)

問合せ 06-6354-5444 ( 八木 ・大場)

O イベント: ギャラリートーク 6 月30日( 土) 、

7 月 7 日( 土) 14: 00- 16  :  00 ( 両日)

出展作家によるプレゼンテー ション+ 推薦者

とのディスカ ッシ ョン。

参加賀/500円 ( ドリンクサービス有り、要予

約)

砂バードハウス展

アメリカでは古くから小鳥をフェザード ・フ

レン ド( 興を持つ友人) と名づけ、友人を招

くためのゲストハウスという意味を込めてバ

ードハウスと呼ばれている 。バードハウスを

作り架けることは、環境に対するな識の変化

を促すことに加 え、色彩豊かな表情は視覚的

にも楽しめ、さらにバー ドハウスがある乙と

によ って生活に盟、いや潤いが生まれるなど、

領域の広さも感じることが出来る。本展では、

バードハウスという自然と人間が共生するた

めの役割りを担う小さな建築を紹介する 。



会 期 2007年 6 月8 日( 金)- 8月24日( 金)

10:  00- 18 :  00 

(水Il fiI、 8/ 11- 16休み)

会 場 INA Xギャラリー大阪

大阪市中央区久太郎町4- 1- 3

伊藤忠ビノレ1F

T E L 06- 6733- 1790 

入 場 料 無 料

砂第21 回「大阪市ハウジングデ

ザイン賞」推薦募集

・募集期間

平成19年 6 月 1 日(金: ) - 6 月30日( 土)

. 審査対象

平成14年 4 月 l 日~平成19年 5 月31日までの

聞に完成した市内の民間( 分譲 - 賃貸) マン

ションで、デザイン、住み心地や人にやさし

Lミすまいづくりの観点から優れているもの 0

・推薦方法

各区役所、大阪市サービスカウンター( 梅田、

難波、天王寺) 、住まい情報センター住情報

プラザ、大阪市ハウ情報コーナー( 市役所 l

階) 等にある推薦ハガキ付きリーフレッ トに

必要事項を記入の上、郵送0

・問合せ

都市整備局企画部民間住宅助成担当

T E L 06- 6208- 9225 

惨平成19年度建設リサイクル法

説明会( 第 1 回)

建設 リサイ クル法、アスベス ト関係法、建築

物の環境配I ，¥t ，ffj リ度に関する説明会を行う 。

日 時 2007年 7 月13日( 金)

13 : 30- 16 : 30 

会 場大阪府庁新別館北館 H皆多目的ホール

大阪市中央区大手前3- 1- 43

問合せ 大阪府住宅まちづくり部建築指導室

審査指導課建築環境・設備グループ

T E L  06- 6941- 0351  ( 内線4320)

砂病院建築基礎講座/ 福祉建築

基礎講座

(紛日本医療福祉建築協会が毎年開催してる標

記講座は、 1 日目は初心者を対象に基礎知識

を平易に解説、 2 日目は事例・応用として最

新情報を提供する。

会 期 病 院 : 2007年 7 月10日( 火) .  11 

日( 水)

福祉: 2007年 7 月12日( 木)

会 場 建 築 会 館 ホ ー ル

東京都港区芝5- 26- 20

定 員 180名( 定員になり次第締め切り)

受 講 料 病 院 建 築 ( 2 日) :  40，000円

福祉建築 ( l 日 ) :  20，000円

申 込 み 郵 便 かF A Xにて、所要事項と受講

講座名を記入して下記へ。

制 日本医療福祉建築協会事務局

干 108- 0014 東京都港区芝5- 26-20

T E L03- 3453- 9904 

FAX03- 3453- 7573 

. 病院建築基礎講座2007

・基 礎 ( 7 月10日) 10 :  00 - 16  :  30 

・全体計画/ 山下哲郎( 名古屋大学)

・病棟の計画/ 竹宮健司( 首都大学)

・供給部の計画/ 中野 明 ( 京都女子大学)

・情報システムの計画/ 字国 淳( 広島国際

大学)

・応 用 ( 7 月11 日) 9: 30 - 16  :  30 

・病院の施設基準/ 群 明宏 ( 風島建設)

・外来部の計画/ 小林健一 ( 国立保健医療科

学院)

・診療部の計 画/ 井上智史( 山下設計)

・精神病院の計画/ 箆淳夫( 国立保健医療

科学院)

・病院のデザイン/ ) 夜記真( 日建設計)

・福祉建築基礎講座

・高齢期の住まいの全体像/ 弁上由起子( 国

立保健医療科学院)

・高齢者施設の基準/ 菅野正広( かん一級建

築士事務所)

・中重度者向け住まいの計画~介護保険施

設 ・グループホーム ・特定施設- / 石井敏

(東北工業大学)

. 軽度者向け住まいの計画~特定施設でない

高齢者住宅・有料老人ホーム・ケアハウスな

ど- / 橋本俊明 (株 メッセージ)

・高齢者施設のデザイン/ 中村 勉 ( 建築家)

砂第56回アイカ現代建築セミナー

講 師 ラ フ ァエル・モネオ× 棋文彦

テーマ デザインプロ セスについて

・〔東京会場〕

日時 2007年 7 月10日(火)

18  :  30- 20 :  30  

会場 よみうりホール

東京都千代田区有楽町ト11-1

www. yomi uri - f udosan. co・j p/ yomi uri - hal l l

定員 1，100名( 入場無料)

・〔大阪会場〕

日時 2007年 7 月12日(木) 18 :  30- 20 :  30 

会場 NHK 大l阪ホール

大阪市中央区大手前十1-20

www.nhkーosakahall. jp

定員 965名 入 場 無 料

締切 2007年 6 月20日( 水) 18 :  00まで

申込み方法 ホームページで応募フォームの

欄に参加希望会場、氏名、年齢、勤務先住所、

勤務先名、電話番号、メ ールアドレス 等 を明

記の上、申し込む。申込み多数の場合は抽選

とし、招待券の発送を持って通知する。

. ラファエル・モネオ 1937年スペイン生

まれ。1961年E T S A Mマドリッド建築大学で

建築学位を取得。代表作は 「国立古代ローマ

博物館J rセヴィリア空港ターミナルJ rウエ

スカ自然芸術センタ - J 等

国棋 文彦 1928年東京生まれ。1952年 東

京大学工学部建築学科卒業。1954年ハ ーバー

ド大学修士課程終了。代表作は 「ヒルサイド

テラス J r幕張メッセ J rテレビ朝日 J rワシ

ン トン大学サム・フオックス・アー ト・セ ン

ター」等

砂i <旧乾邸> 活用応援倶楽部J

神戸 ・六甲 山麓に建つ「旧乾邸J 。 この名建

築をなんとか保存活用したいという思いを共

有する人々により r<旧乾邸> 活用応援倶楽

部J が結成され、町と建築の保存活用が大切

であることを社会にアピールする活動を続け

ている 。2005年以来、連続講座「名建築でま

なぶ六甲山麓の文化j を企画し「真珠物語Jr原

田の森」や旧乾邸においては、挿花茶会と講

演会「六甲晩秋j 、講演とシンポジウム「町

の遺産を生かすJ 等を催して いる 。第 8 団連

続講座 ( 6 月 9 日開催) は、「石垣J に着目

して阪神間の住宅地の景観、そこで培われた

洋菓子やお好み焼の庖などを l幅広く研究する

三宅正弘氏( 武庫川女子大学准教授) に、「石」

から見た阪神間住宅地の景観の話を聞き、 会

場となる< 旧乾邸> 周辺の石垣を見学する 。

砂ミュージアム見学会

[京都国際マンガミュージアム J、「京都 市学

校歴史博物館j 、「細見美術館」を楽しむ。

- 日 時 : 2007年 7 月 8 日( 日)

- 集合場所 ー京都地下鉄烏丸御池駅北改札口

・集合時間 : 10:  00 

・定 員: 20名

- 参 加 費 : 一般2，000円、 会員 1，500円

- 問 合 せ 企業ミュ ージアムの協会事務局

T E L  06- 6872- 0969 
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理事会

第 1 回常任理事会

4 月25日( 水) 16 ・00- 17: 30 

出 席 者 佐 野会長ほか 6名

議 事 ( 1  ) 平成18年度収支決算見込み

(2 ) 常設委員会委員の委嘱

( 3 ) 後援名義等の使用承諾

( 4 ) その他報告事項

編集委員会

第 1 回編集委員会

4 月11 日 ( 水) 18 :  00- 19 ・45

出席者 設楽委員長ほか 6 名

議 事 ( 1) 4 月号90周年記念号「この

10年、これからの10年」特

集経過報告

(2) 5 月号「あそび考」特集

経過報告

( 3)  6 月号「乙だわりが創る住

まいのカタチj 特集経過報

丘と

Eコ

( 4)  7 月号「住まいの設備と空

聞の移り変わり j 特集経過

報告

( 5)  8 月号「建築系雑誌が伝え

るものJ 特集経過報告

34 理様と社会 ・2∞7.6

( 6)  9 月号以降の特集企画

( 7 ) 作品作風、広告企画からの

報告

( 8 ) 収支状況報告

第 1 回計画系分科会

4 月17日( 火) 19 ・00- 20 ・30

出席者 三宅幹事ほか 4 名

議 事 ( 1)  2007年 5 丹号「あそび考」

特集の経過報告

(2) 2007年度計画系分科会の体

制

( 3 ) 次の計画系特集のテーマ

第 1 回建築計画系分科会

4 月18日( 水) 19 :  00- 21 :  30 

出 席 者 荒 木 幹事ほか 5 名

議 事 2007年 8 月号特集「建築系雑誌

が伝えるもの」

第 1 回構造分科会

4 月 6 日( 金) 18 ・00- 20 ・10

出席者 中塚幹事ほか 3名

議 事 ( 1)  19年度構造分科会体制

( 2)  i構造の頁」の企画

( 3 ) 情報交換

( 4)  12月号桝造特集の企岡

第 1 回設備分科会

4 月 4 日( 水) 18:  00- 19  :  30 

出席 者 赤 博 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1 )  ["設備の頁」の企画

( 2 ) “ 測定機器シリーズ" 頁の

企画

(3)  2007年 7 月号「住まいの設

備と空間の移り変わり J 特

集経過報告

第 1 団施工材料分科会

4 月 3 日( 火) 17 ・00- 18 ・00

出席者 ! 際丸幹事ほか 5名

議 事 ( 1  ) 新委員の紹介

( 2 ) 特集テーマについて

( 3 ) その他

第 1 回法令分科会

4 月11 日( 水) 15 : 00- 17: 00 

出 席 者 片 岡 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ( 1  ) 法令分科会の体制

( 2)  i法令コーナー」の企画

( 3)  9 月号法令特集の企画の件

( 4 ) 情報交換

第 1 回作品作風小委員会

4 月23日( 月) 19:  00- 20 ・00

出席者井上副委員長ほか 5名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲載状況並びに掲載

予定の報告

( 3)  i  gall eryJ 掲 載 報 告 予 定

( 4 ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第 1 回広告企画小委員会

4 月11 日 ( 水) 17 :  00- 18 :  00 

出席者 設楽委員長ほか 3 名

議 事 ( 1  ) 新年度広告企画小委員会の

体制

( 2)  4 月号90周年記念号「この

10年、これからの10年」特

集経過報告

( 3)  5 月 号 「 あ そ び 考j 特集

経過報告

( 4)  6 月号「こだわりが創る住

まいのカタチ」特集経過報

t 主ユ

Eコ

( 5)  7 月号「住まいの設備と 空

間の移り変わり 」特集経過

報告

( 6)  8 月号「建築系雑誌が伝え

るもの」特集の企画

( 7 ) 単発広告企画頁のテーマと

その具体化

( 8 ) 広告掲載状況

( 9 ) 収支状況報告

第 1回10年委員会

4 月16日( 月) 19 ・00- 20 : 00 

出席 者 前川副委員長ほか 2名

議 事 今 後 の 活動方針

| 読者と 選ぶ [建築と社会j 賞本審査会 |

4 月13日( 金) 14 :  00- 17  :  00 

出席者井上笠審査委員長、徳矢典子 ・

柏木浩一・鈴木克彦委員

議 事 第 6 回読者と選ぶ「建築と社会J

11・の選考

出版委員会

第 1 回出版委員会

4 月19日( 木) 18 :  00- 19  :  00 

出席者上原委員長ほか10名

議 事 ( 1 )  ( プ ロのノウハウ 〉と 特装

本の経過報告

( 2 ) 進行中のテーマについて

3件

( 3 ) その他

事業委員会

第 1 回情報見学小委員会

4 月12日( 木) 18 ・00- 19: 00 

出席者 瀬 戸川委員長ほか10名

議 事 ( 1  ) 今年度事業案件について

3 件

( 2 ) その他

入 会 者 ( 敬称略)

〔個人正会員〕

織田容子( 大阪市言|画調整局)

野口 新( 附野口建築事務所)

林 新一 ((紛日本建築協会)

藤原光博( 大阪市計画調整局)

〔団体会員〕

側ウッドフレンズ

. 言ト報

〔個人正会員〕

l嶋田勝次氏

平成19年 3 月16日他界 享年75歳



| 多彩な建築に先進技術で応える、建材の総合んかプ竺 I

問

-・・・・E 霊顎m理・・・・・
.  .，.マヲO; ' GL

繭 停 泊 寺 田 G L

スーパーザンフロン GL

工スフ口こ』遮製G L

Ｍ・・・・四期間ｾ

ＧｉＧ Ｍｬｬ￯［Ｇｾ 干 ＭＱ ＧＱ Ｚ［ＧＯＱ

防火・耐火工スカートー

NI侶S C (ニスク) とお呼ぴ下さしい、" 本 社 干 103- 0027 東京都中央区日本橋2- 7- 9 大手町建物日本裾ピル TEL 03- 3548- 6420 (“ 1代t勺) FAX03- 354日- 6498

日鉄任金銅板株武会社 大 阪 支 社 〒 悶5臼悶蜘叩3ω拠訓叩0ひω叩- 心∞叩0∞ 附0∞悶O回5 大珊阪闘府大珊阪肺市北捌区帥中之油島即3山-ε2

ホ一ムベ一ジアドレス ht口t p:/ / www. ni悶sc-一s. co. j pl 支 庖 / 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 九 州 営業所 / 札 幌 ・ 北 陸 ・ 中 国

T OT O 

マ- フライト力ウンタ-

スタンダードシリーズ・ボウル一体タイプ置重量司

マーフライトカウンタースタンダードシリーズにボウル一体タイプが登場しました。

省スペース対応なので、リモデルにも最適です。

商品の妓術的なお問い合わせは、 T OT Oナビダイヤル

F A X_0570・01・2111 T EL. 0570・01・1010

受付時間 (平日 ) 9: 00- 18目00 (土・日・祝日 ) 10・00- 18・OO(夏期休暇・年末年始を除く)

ホームページ専門家コーナー w w w.c o m- et. c o m
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

結朝日工業社

本社 ・本庖 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加向上58- 59 ￭ｬｴ ｾ ｬ［ＰＶ＠ ( 6302)  2270  

支 底 北海道/ 東北/ 北l拘束/ 機浜/ 名 古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・D ヲイヲシ械式会社

本白大臨本社 〒550-0002 大阪市西区江戸沼1丁目 9番25号 電話 (06)臼41.8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代国区前士見 2丁 目15番 10号 電話 (03)3261-8231

支 社 名古屋 福 岡

支 庖 札幌 ・仙 台 新 潟 ・大宮 ・千葉 ・横 浜 金沢 京都 ・神戸 ・天 理 ・岡山 ・

広島 ・高 紛 ・熊本

営 禦 所 帯広 函館 ・背森 ・秋田 ・盛 岡 前 橋 ・長野 ・静岡 ・豊 田 ・裕 ・富山 ・

福 井 ・徳 山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那湖

出 張 所 姐 1'1 ・福 島 ・川崎・訟江 ・徳島 ・下関 ・長 崎 ・大 分 ・宮 崎

海 外 支 底 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間 郡三芳町大字北永井390番 地 包括 (0492)58-1511 

，. 印 刷 " . ポスター. カタログパンフLハット.・珊年竃 社史

l  健IZ 叉字. 編像データ処理

圃メディア. 鍵 SPプランニングコンワルテインク‘ 仔ツリコーション.

w曲及びメディアコンテンツ企画，昨

ｾ、 ｜ｊＯ _  ; ・

{1Ii ' V - -n' "  { 工---... :  ， 、 刷 会社NPGーポレーシヨン

“ - ..、 ' _ _ 1 J I _ -

、w. ww. nomwo: com' " : 本 社 〒53ι ∞43 大阪市北区天満 1・9 ・19

、ニ，〆い¥. 7" :  t el ( 白 ) 6351-7271 (代) fax: ( 凶) 6352-7479 

・ - 第三ピル 干 悶 ∞43 大阪市北区天満 1- 11 -8

tel :  (06)  6351- 0128( 代) fax: (06)  6351-020日

目東京支社 干105α x l 4 東京都港区新編6・17・2

:  tel: (閃) 3433-5211 (代) fax: (03)  5776-7733 

:  (旧社名ナエワ印聞l側、 日本データネット側)

百乍have hope  

O K U.J U  

クオリティ& コストパフォーマンス

ぉ: 主37ム ｾｾロ邑田回
メタルシステム天井

内 外 装創 作 パネル ・システム天井 ・間 仕 切
本 社

大阪市北区西天; 調5丁目3番7号 〒53a心a47

TEL(06)6312-4131  FAX(06)6312-7998 

東京・丸州 南丸州 名古屋・上海
開 封I オクジュー

C H OY O 

人カずいる多彩なフィ- / レドで、

新しい限界に挑戦しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 3 0- 0 0 05 大阪市北 区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ビル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5)  1 3 6 1  (代;) F AX  0 6 ( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

地球環境を守 り、100年建築に貢献する

N A C L  のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

htt p: / / nac lj p  E - mail : s c @na cl. c oj p  

本部営業部 〒560-∞36 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 N AC Lt .ル2 階

T E L  (06)6843- 1235  ( 代) F AX  ( 06)6853- 1632 

東京事務所 〒111- 0051 東京都台東区歳前2丁目 7- 2 東京NACL t .ル

T E L  (03)3862- 0978 (代) F AX  ( 03) 3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

-子二. " nCSA ( 膨張 |叩 和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・雪ニ ｊｮ ｬｊｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラ ウ 卜 用無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 守 Ｓ ーデ・ Ｑ Ｇｊｾ Ｈ建造 一＿ ＿ ＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・安二J nE S(土質安定用意硬材 ) 地盤補強用薬注入

・噴き二J nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式

A

一

玄ネ土

T E L 大阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本社 ・京都 ・京丹後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3) 7 6 - 0 1 3 3  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

東 郷 化 成 株 式

A

曾ネ土

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  
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出版図書一覧

1917年 3月に創設された日本建築協 以後、創立周年記念事業と して、その *  

会( 当時 ・関西廷嘆協会) は、すでに H寺代の動きをとらえて単行本を出版し 購入希望者は、 (初日本建築協会ヰ可指局

昭和初期には大| 反近辺で往宅博覧会や てL、る。 (TEL06- 6946- 6981、FAX06-

建築講演会を開く 一方、 当時は入手し 50周年、 60周年、 70周年、そして80周 6946- 6984) まで。

にくかった建築の情報を図書の出版と 年に、図書の出版が企画さ札現在も

いう形で会員に提供していた。

*  

日本建築協会創立70周年記念出版

住宅近代化への歩みと日本建築協会 1988年

A 4判 企 画 ・ 発 行 . 日 本 建 築 協会 本体価格1，500円

日本建築協会創立75周年記念出版

工高生デザインコンクール入選作品集 問年

A 4判 企 画 ・ 発 行 ・ 日 本 建 築 協 会 本 体 価 絡2，000円

昭 和 生 ま れ 関 西 の 建 築 家50 1987年

A 4判 企 画 ・ 発 行 日 本 建 築 協 会 本 体 制 絡1，500円

日本建築協会建築クラブ朝食会300回記念講演記録集

制 記録集 話 の は な し M 年

B 6判 5分間 企画. 日本建築協会建築クラブ頒布価格2，500円(税 ・送料込み)

民 間 ( 旧四会) 連合協定

工事請負契約約款 (平成19年 6 月改訂)

工事詩負契約告 - 仲裁合意書 契約書使用上の留意事項

頒布単位: 2 部 l 単位とする

佃l 絡 1部700円 (税込) 送料 実質

日本建築協会事務局 (06-6946-6981) で頒布

調i I i 続して発行・販売されている出版物

は、 以下のとおり。

日本建築協会創立60周年記念事業

建 築 技 ' ー 、 自 室 企 画 日 本 建築協会

ィホiJ:l B 田 発行 学 芸 出 版 社

ａＵ 判 ・ Ｑ ＳＰ 頁 ｾ Ｑ ＶＰ 頁 本体制 ｩ 格￥ Ｑ ， ＲＰＰ ｾ ￥ Ｑ ，Ｔ ＰＰ

各 冊￥100割引頒布中 〈日本建築協会事務局 (06-6946-6981) にて〉

団マイコンによる構造設計のすすめ 固建築積算業務

(改訂版) 魚木晴夫 生島道 道

固住宅設計とインテりア 園建築金物の知識

福岡喜久雄 立野一郎

図鉄骨構造の話

金多潔 ー甲津 功 夫 西 沢 英 和

日本建築協会創立60周年記念事業[ 建築技術選i!. U姉妹続四六判 2色刷イラスト入

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

企画Ｎ日本建築協 会 発行Ｚ 学芸 出版社本体制 ｬｩ 格￥ Ｑ ， ＶＰＰ ｾ ￥ Ｒ ， ＵＰ Ｐ

握品工事監理のチ工ツクポイン卜100 建築関連法規を読みこなすコツ

須賀好富 高木任之

空調設備のトラブル50 徹底解説〈大改正〉建築基準法

建築設備 トラブル研究会 高木任之

衛生設備のトラブル50 建築の現場管理システム

建築設備 トラブル研究会 伊東貞夫

鉄筋工事・本音の現場学 新版建築物の消防法を読みこ芯すコツ

荒川治徳

建築基準法の難解条文を読みこ在すコツ

高木任之

建築と音の トラブル

中川清ほか

木造住宅監理の話

山田 修

環境と共生する建築25のキーワード

大西正宣

鉄骨工事の現場学

石田満爾

仕上工事監理のチェックポイント

日建設計監理業務研究会

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用 浅 野 平 八 東 敏 博

コンクリートI 事のチェックポイン卜100

〈新版〉 加賀秀; 台

インテリアコーディネー卜のl叩ポイン卜

町田ひろ子監修/ 松 本 茂 ・ 村元俊子箸

木づくりの常識非常識

上村 武

建築トラブルにみる常識非常識

B
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吋
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時

濯

や

高木任之

新版コンクリー卜工事のチ工ツクポイン卜100

加賀秀治

建築基準法の性能規定を読みこなすコツ

高木任之

新版都市計画; 去を読みこなすコツ

高木任之

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之

建築工事の祭式

「建築工事の祭式」編集委員会

飛躍する構造デサイン

渡 辺 邦夫

改百版都市計画法を読みこなすコツ

高木任之

改dJ 版建築基準法を読みこ在すコツ

高木任之

斑I版建築物の消防法を読みこ証すコツ

高木任之

ブ口が教えるキッチン設計のコツ

井上まるみ

企画 ・日 本建築 協会 発行 ・ 学芸 出 版社本体 仙 ｬ 絡￥ Ｒ ， ＸＰＰ ｾ ￥ Ｓ ， Ｘ ＰＰ

水|こまつわるトラブルの事例。解決策 建築デザインのための構造計画

〈建築篇) r建築漏水」編集委員会 須賀好富

水|こまつわるトラブルの事例 解決策 入門 ・建築積算

〈設備篇) i設備漏水J 編集委員会

建物の汚れ トラブル事例と解決策

「建物の汚れ」編集委員会

生 島 道 春

建物の結露ートラブル事例と解決策

「建物の結露J 編集委員会
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アルミニウム、コンクリート、ガラス、石、タイル -。 さまざまな

素材の競演が生み出す多彩な表情と色彩の微妙なコントラストが、

ビルの外壁を彩り、都市の空間を豊かに演出します。不二サッシ

は、建築外装の総合メーカーとして、このよう芯デザインを支え

るためのさまざまな技術開発やテ凶イテールへのこだわりを通して、

快適な都市景観の創造に貢献します。
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不二サッシ株式会社

大 阪 支 庖 干540- 0047 大阪市中央区淡路町3- 5・13 T EL. 06- 4706- 4134 

東京本部

干141- 0032 東京都品川| 区大崎5- 6- 2 ( 都五反田ピル) T EL. 03・5745-1253

http: //www. f uj i sash. co. j p/  

窓由もら夢をひろげていきます

ｾＺＮ宮 ＧＺＺｊＡｉ

03379- 6  雑誌


